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編
集
後
記

今
年
の
政
局
を
左
右
す
る
と
言
わ
れ
る
二
一
一
通
常
国
会
が
招

集
さ
れ
ま
し
た
。
焦
点
は
、
昨
年
の
臨
時
国
会
閉
会
後
に
矢
継
ぎ

早
に
決
め
ら
れ
た
「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
や
「
原
発
推
進
」

な
ど
、
国
の
根
幹
に
か
か
る
重
要
関
連
法
案
。
加
え
て
、
異
次
元

と
表
現
し
た
少
子
化
対
策
や
適
用
変
更
と
す
る
コ
ロ
ナ
対
応
。
さ

ら
に
、
国
民
生
活
に
直
結
し
て
い
る
物
価
高
対
策
な
ど
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
問
題
山
積
み
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
防
衛
力
強
化
の
課
題
で
は
、
そ
の
財
源
と
な
る
増
税
問

題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
筆
者
か
ら
言
わ
せ
て

い
た
だ
く
と
、
そ
も
そ
も
「
強
化
あ
り
き
」
と
い
う
こ
と
自
体
が

ど
う
な
の
か
？
と
い
う
こ
と
で
す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
や
中
国
や
北
朝
鮮
な
ど
の
現
状
を
背
景
に
、
邁
進
す
る
現
政

権
に
強
い
憤
り
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
原
発
政
策
の
見
直
し
も

し
か
り
で
す
。
脱
炭
素
な
ど
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い

て
見
つ
め
直
す
時
期
に
あ
る
と
は
言
え
、
原
発
の
長
期
運
転
や
新

規
増
設
に
向
け
た
方
針
転
換
は
、
コ
ス
ト
面
や
使
用
済
み
核
燃
料

の
処
分
問
題
に
加
え
、
福
島
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
も
未
だ
遂
げ

ら
れ
て
い
な
い
中
で
、
国
民
的
な
信
頼
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
到

底
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
一
五
〇
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期

間
で
拙
速
な
結
論
を
得
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
他
の
重
要
法
案
を

含
め
丁
寧
か
つ
慎
重
な
議
論
を
強
く
求
め
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
今
号
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
各
方
面
か
ら
の
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
再
エ
ネ
後
進
国
と
言
わ
れ
る
日
本
で

も
、
電
源
構
成
の
約
二
割
を
占
め
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ

り
、
二
〇
一
五
年
七
月
号
に
続
く
特
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。
読
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
原
発
依
存
に
舵
が
切
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現

状
、
極
め
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
回
表
紙
写
真
に
は
、松
江
分
会
か
ら
の「
風
力
発
電
の
風
車
」

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
（
二
二
年
末
）
我
が
国

に
は
、
二
、
六
〇
〇
基
を
超
え
る
風
車
が
稼
働
し
、
四
八
〇
・
二

万
Ｋ
Ｗ
の
電
力
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
陸
上

風
力
の
導
入
可
能
適
地
は
、
風
の
強
い
北
海
道
・
東
北
・
九
州
な

ど
限
定
的
な
地
域
と
な
る
た
め
、
近
年
は
陸
上
よ
り
も
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
あ
る
洋
上
風
力
発
電
が
各
地
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
当
冊
子
の
編
集
委
員
で
あ
る
加
瀬
和
俊
先
生
が
先
月

一
三
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
長
き
に
わ
た
り
当
冊
子
の

編
集
に
ご
尽
力
頂
く
と
と
も
に
、
我
が
国
の
水
産
業
・
水
産
政
策

に
多
大
な
ご
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
、
加
瀬

先
生
の
ご
逝
去
を
悼
み
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
今
後
発
行
す
る
四
月
号
（
№
八
五
五
）
は
、
加
瀬
先
生

の
企
画
に
よ
る
特
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
柴
山
）

６５
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条
件
不
利
地
域
対
策
で
あ
る
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
で
、「
異
変
」
が
起
こ
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
二
〇
二
〇

年
度
か
ら
第
五
期
対
策
に
入
っ
た
。
対
策
の
一
年

度
目
は
、
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
面
積
が
減
少
す
る
。
二
年
度

目
か
ら
徐
々
に
回
復
し
、
最
終
年
度
の
五
年
度
目
に
交
付
面
積
が

最
高
に
な
る
。

中
山
間
等
直
払
、
二
一
年
度
の
異
変

と
こ
ろ
が
、
こ
の
間
の
動
き
で
、
第
五
期
対
策
二
年
度
目
の
二

一
年
度
、「
異
変
」
が
起
き
た
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
面
積
は
、
全
国
合
計

が
、
第
四
期
対
策
の
最
終
年
度
の
一
九
年
度
が
六
六
・
五
万
ha
。

第
五
期
対
策
の
一
年
度
目
の
二
〇
年
度
は
、
六
三
・
九
万
ha
と
、

二
・
六
万
ha
減
少
し
た
。
二
年
度
目
の
二
一
年
度
は
、
五
九
・
七

万
ha
と
さ
ら
に
四
・
二
万
ha
減
少
し
、
六
〇
万
ha
の
大
台
を
割
り

こ
ん
だ
。
一
九
〜
二
一
年
度
の
二
年
間
で
六
・
九
万
ha
減
少
だ
。

北
海
道
、
草
地
へ
の
交
付
、
大
幅
減
少

こ
れ
は
、
第
五
期
対
策
二
年
度
目
の
二
一
年
度
、
北
海
道
の
交

付
金
対
象
で
あ
る
草
地
の
面
積
が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
だ
。
北

海
道
の
交
付
実
績
の
う
ち
、
草
地
は
、
一
九
年
度
二
七
・
九
万
ha

か
ら
二
〇
年
度
二
七
・
一
万
ha
、
二
一
年
度
二
二
・
五
万
ha
と
、

一
九
〜
二
一
年
度
の
二
年
間
で
五
・
四
万
ha
も
減
少
し
た
。

北
海
道
で
も
、
酪
農
地
帯
で
の
草
地
へ
の
交
付
面
積
の
減
少
が

大
き
い
。
振
興
局
別
で
は
、
根
室
管
内
が
一
九
〜
二
一
年
度
の
二

年
間
で
二
・
六
万
ha
、
釧
路
管
内
で
一
・
七
万
ha
、
十
勝
管
内
で

八
千
ha
、
宗
谷
管
内
で
五
千
ha
の
減
少
だ
。

市
町
村
別
で
は
、
根
室
管
内
の
別
海
町
で
一
九
年
度
六
万
ha
か

ら
二
一
年
度
四
・
四
万
ha
へ
一
・
六
万
ha
減
、
標
津
町
で
五
千
ha

減
。
釧
路
管
内
の
標
茶
町
で
は
二
・
四
万
ha
か
ら
一
・
八
万
ha
へ

六
千
ha
減
、
浜
中
町
で
は
一
・
四
万
ha
か
ら
八
千
ha
へ
六
千
ha

減
。
十
勝
管
内
の
大
樹
町
で
は
、
七
千
ha
か
ら
六
千
ha
減
少
し
て

九
百
ha
台
の
交
付
面
積
と
な
っ
た
。

草
地
へ
の
直
払
減
少
の
原
因

北
海
道
の
酪
農
地
帯
で
草
地
へ
の
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
実

績
面
積
が
減
少
し
た
原
因
は
、
制
度
の
運
用
上
の
問
題
だ
と
い

う
。第

五
期
対
策
か
ら
体
制
整
備
単
価
の
交
付
要
件
が
、
集
落
戦
略

の
策
定
に
一
本
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
北
海
道
で
は
、
永

年
草
地
で
あ
っ
て
も
離
農
跡
地
な
ど
で
管
理
不
十
分
な
場
合
は
対

象
か
ら
除
外
す
る
と
、
厳
格
化
さ
れ
た
。

直
接
支
払
交
付
金
の
使
い
み
ち
は
、
集
落
共
同
活
動
に
半
分
以

上
ま
わ
す
よ
う
行
政
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
個
別
で
の
草
地
管

理
は
、
交
付
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
ま
た
、
個
別
経
営
へ
の
交

付
金
の
配
分
は
、
都
市
部
（
札
幌
市
）
の
世
帯
平
均
よ
り
高
い
年

収
の
経
営
に
つ
い
て
は
除
外
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

条
件
不
利
地
域
対
策
を
め
ぐ
っ
て
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北
海
道
酪
農
で
は
、
こ
の
間
に
規
模
拡
大
が
進
ん
で
き
た
。
そ

の
た
め
、
年
間
収
入
が
都
市
部
の
水
準
を
上
ま
わ
る
酪
農
経
営
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
市
町
村
内
の
酪
農
経
営
の
う
ち
お
よ
そ
四
割

が
都
市
部
よ
り
高
い
年
収
と
い
う
地
域
も
多
い
。

そ
の
結
果
、
酪
農
地
帯
を
中
心
に
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
対

象
か
ら
草
地
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

条
件
不
利
地
域
対
策
と
し
て
の
意
味

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
生
産
条
件
の
不
利
で
あ
る

地
域
に
対
し
て
条
件
不
利
を
是
正
す
る
（
格
差
を
補
て
ん
す
る
）

た
め
の
制
度
で
あ
る
。
積
算
温
度
の
低
い
寒
冷
地
で
穀
物
生
産
に

は
適
さ
な
い
北
海
道
の
北
部
・
東
部
な
ど
で
は
、
草
地
面
積
が
全

農
地
面
積
の
七
〇
％
以
上
の
地
域
に
直
接
支
払
交
付
金
（
一
〇
ａ

当
た
り
一
五
〇
〇
円
）
の
交
付
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。

第
五
期
対
策
か
ら
体
制
整
備
単
価
の
交
付
要
件
が
、
集
落
戦
略

の
策
定
に
な
っ
た
。
高
収
入
の
酪
農
経
営
を
外
し
て
、
そ
の
地
域

の
集
落
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
か
。
そ
れ
と
も
、

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に
よ
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

法
定
化
し
た
「
地
域
計
画
」
は
、
別
途
、
策
定
す
る
と
い
う
こ
と

な
の
か
。

生
産
条
件
不
利
地
域
の
不
利
を
是
正
す
る
と
い
う
対
策
の
意
味

が
、
変
質
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
例
え
ば
都
府
県
の
急
傾
斜

地
の
水
田
の
直
接
支
払
交
付
金
単
価
は
、
急
傾
斜
地
水
田
と
平
坦

地
水
田
を
比
べ
た
米
生
産
費
の
格
差
の
八
割
と
し
て
一
〇
ａ
当
た

り
二
万
一
〇
〇
〇
円
と
算
定
さ
れ
た
。
普
通
畑
の
交
付
金
単
価

も
、
小
麦
の
生
産
費
の
格
差
を
八
割
補
て
ん
す
る
と
の
算
定
だ
。

草
地
の
場
合
も
、
格
差
の
補
て
ん
と
の
考
え
方
だ
。

制
度
発
足
の
当
初
、
Ｑ
＆
Ａ
に
、「
直
接
支
払
交
付
金
の
総
額

の
う
ち
五
割
以
上
を
集
落
共
同
活
動
に
ま
わ
す
」
と
記
載
さ
れ
、

こ
れ
を
基
に
強
力
な
行
政
指
導
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
集

落
共
同
活
動
と
第
五
期
対
策
で
の
集
落
戦
略
策
定
の
強
調
が
、
北

海
道
酪
農
地
帯
の
経
営
構
造
と
の
間
で
齟
齬
（
そ
ご
）
を
生
じ
さ

せ
た
。

酪
農
経
営
の
危
機
が
進
ん
で
い
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の
牛
乳
・
乳
製
品
需
要
の
減
退
や
変
化
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
に
よ
る
飼
料
穀
物
価
格
の
高
騰
、
光
熱
費
の
増
嵩
な

ど
、
酪
農
経
営
は
都
府
県
、
北
海
道
と
も
危
機
的
な
状
況
だ
。
穀

物
・
大
豆
価
格
の
上
昇
は
輸
送
費
の
上
昇
や
円
安
と
重
な
り
、
配

合
飼
料
価
格
を
高
騰
さ
せ
、
輸
入
牧
草
価
格
も
上
昇
さ
せ
た
。

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
も
生
産
費
の
急
上
昇
に
対
応
で
き

ず
、
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
も
輸
入
原
料
価
格
の
急
上
昇
や
高

止
ま
り
に
即
対
応
で
き
な
い
。
飼
料
価
格
安
定
基
金
は
二
二
年
十

〜
十
二
月
期
、
財
源
不
足
か
ら
満
額
補
て
ん
で
き
な
い
事
態
に
お

ち
い
っ
た
。
飲
用
乳
価
引
き
上
げ
も
生
産
費
の
急
上
昇
に
不
十
分

に
し
か
対
応
で
き
な
い
。

酪
農
経
営
は
収
入
保
険
に
加
入
で
き
る
が
、
酪
農
対
策
で
必
要

な
の
は
「
収
入
」
で
な
く
「
所
得
」
の
補
償
だ
。
条
件
不
利
地
対

策
の
検
証
と
と
も
に
、
酪
農
の
所
得
政
策
の
確
立
が
課
題
だ
。

（
Ｋ
Ｙ
）
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二
〇
一
五
年
七
月
号
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
特
集
を
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
七
年
が
経
過
し
た
。
本
特
集
で
は
、
近
年
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
、
四
人
の
方
か
ら
執
筆
を
い
た
だ
い
た
。

1
松
原
弘
直
（
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
）
世
界
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
原
発
の
動
向

2
明
日
香
壽
川
（
東
北
大
学
）
脱
炭
素
と
脱
原
発
の
両
立
を
め
ざ
す
「
レ
ポ
ー
ト
二
〇
三
〇
」

3
吉
田
明
子
（
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

Ｆ
ｏ
Ｅ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
点
と
そ
の
克
服

4
半
澤
彰
浩
（
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
神
奈
川
）
未
来
を
つ
く
る
「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
の
共
同
購
入
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
生
活
ク
ラ
ブ

電
気我

が
国
の
電
源
構
成
は
化
石
燃
料
が
依
然
と
し
て
約
三
／
四
を
占
め
、
原
子
力
は
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
再
エ
ネ
は
約
二
割
を
占
め

る
ま
で
に
な
っ
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ（
固
定
価
格
買
取
制
度
）に
よ
る
効
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
世
界
の
中
で
は
そ
の
割
合
や
伸
び
率
は
、

高
い
と
は
言
え
な
い
。

松
原
氏
に
よ
る
と
、
世
界
中
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急
成
長
す
る
中
、
二
〇
二
一
年
末
ま
で
に
太
陽
光
発
電
の
累
積
設
備
容
量
は

原
発
九
〇
〇
個
分
（
原
発
一
基
�
一
〇
〇
万
ｋ
Ｗ
）、
風
力
発
電
も
八
〇
〇
個
分
を
超
え
、
そ
れ
ぞ
れ
原
子
力
発
電
の
設
備
容
量
の
二
倍

以
上
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。
一
方
で
、「
原
発
は
廃
止
が
新
設
を
上
回
り
、
引
き
続
き
減
少
し
、
・
・
太
陽
光
発
電
と
風
力
発
電
と
を

特
集

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

地
域
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
確
立

静
岡
県
立
農
専
大

小
林
信
一
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合
わ
せ
た
年
間
発
電
電
力
量
が
初
め
て
一
〇
％
に
達
し
て
、
原
子
力
発
電
の
発
電
電
力
量
を
初
め
て
超
え
」
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
二
八
か
国
平
均
で
、
二
〇
一
七
年
に
は
、
電
源
構
成
に
占
め
る
再
エ
ネ
の
割
合
は
三
割
を
超
え
、
二
〇
二
一
年
で
は
三
八
％
に
達

し
て
い
る
。
特
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
す
で
に
七
四
％
に
ま
で
な
っ
て
お
り
、
二
〇
三
〇
年
で
の
一
〇
〇
％
到
達
を
目
標
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
は
二
〇
〇
〇
年
で
は
一
桁
だ
っ
た
が
、
二
〇
二
一
年
に
は
四
割
を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

機
に
、
ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
依
存
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
二
〇
二
二
年
に
新
た
な
再
エ
ネ
法
を
制
定
し
、
再
エ
ネ
電
力
を
二
〇
三
〇
年
に

八
割
以
上
、
三
五
年
に
は
一
〇
〇
％
を
目
指
す
と
し
、
ま
た
原
発
の
削
減
も
着
実
に
進
め
て
い
る
。「
欧
州
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
）
で
も
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
二
〇
三
〇
年
の
導
入
目
標
を
四
〇
％
か
ら
さ
ら
に
四
五
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
」。
さ
ら
に

「
中
国
で
は
、
水
力
発
電
に
加
え
て
風
力
や
太
陽
光
の
導
入
が
こ
の
一
〇
年
間
で
急
速
に
進
み
」、「
太
陽
光
発
電
の
累
積
導
入
量
で
は
二

〇
一
五
年
以
降
、
中
国
が
世
界
第
一
位
と
な
っ
て
お
り
」、「
日
本
よ
り
も
先
行
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
が
進
ん
で
い
る
状
況
」
に
あ
る
と

い
う
。

我
が
国
も
第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、「
再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
を
徹
底
し
、
再
エ
ネ
に
最
優
先
の
原
則
で
取
り
組
み
、
国

民
負
担
の
抑
制
と
地
域
と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
最
大
限
の
導
入
を
促
す
」
と
し
、
具
体
的
に
は
二
〇
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
目
指
し
、
再
エ
ネ
の
電
源
構
成
割
合
を
二
〇
三
〇
年
で
三
六
〜
三
八
％
を
目
標
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
目
標
自
体
も
低
い
が
、
そ

の
達
成
さ
え
も
困
難
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
再
エ
ネ
を
む
し
ろ
抑
制
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
政
策
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、

そ
の
一
因
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
原
発
を
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
付
け
、
電
源
構
成
の
二
割
と
す
る
こ
と
や
、
危
険
性
の
高

い
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
化
石
燃
料
お
よ
び
原
発
に
依
存
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
回
帰
を
よ
り
鮮
明
に
し
て

い
る
日
本
政
府
の
政
策
に
対
し
て
、
明
日
香
氏
は
自
身
も
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
「
未
来
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
研
究
グ
ル
ー
プ
が
二

〇
二
一
年
に
発
表
し
た
「
レ
ポ
ー
ト
二
〇
三
〇
：
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
と
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
二

〇
三
〇
年
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
紹
介
す
る
。
そ
の
特
徴
は
、「
二
〇
三
〇
年
に
石
炭
火
力
ゼ
ロ
と
原
発
ゼ
ロ
を
想
定
し
」、「
そ
れ

で
も
、
電
気
代
の
上
昇
や
電
力
需
給
は
問
題
な
く
、
逆
に
雇
用
創
出
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
額
な
ど
の
経
済
効
果
が
あ
る
こ
と
を
定
量
的
に

示
」
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
は
論
文
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
、
日
本
全
体
の
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
案
と
し
て
、
政
府
案
に
対
す
る
「
具
体
的
な
代
替
案
」
と
な
っ
て
い
る
。
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一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急
速
な
増
加
を
見
せ
る
中
で
、
吉
田
氏
に
よ
れ
ば
、「
残
念
な
が
ら
、
大
規
模
な
森
林
伐
採
や
環
境

社
会
影
響
の
大
き
い
燃
料
輸
入
に
よ
る
計
画
な
ど
、
問
題
の
あ
る
再
エ
ネ
開
発
も
同
時
に
行
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
各
地
で
疑
問
や

反
対
の
声
も
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
」。「
大
規
模
な
計
画
に
つ
い
て
は
、
森
林
伐
採
に
よ
る
里
山
の
喪
失
な
ど
自
然
環
境
や
景
観
へ
の
影

響
、
保
水
力
の
低
下
や
土
地
造
成
な
ど
に
よ
る
下
流
域
の
土
砂
災
害
へ
の
懸
念
、
湧
水
な
ど
水
源
へ
の
影
響
の
恐
れ
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
実
際
に
、
豪
雨
災
害
な
ど
で
太
陽
光
発
電
が
崩
落
し
た
り
、
周
辺
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
り
す
る
事
例
も
起
こ
っ
て
い
る
」。

そ
の
要
因
と
し
て
、「
山
林
の
管
理
が
地
権
者
に
任
さ
れ
て
お
り
、
自
治
体
や
地
域
で
と
も
に
考
え
て
い
く
と
い
う
体
制
に
な
っ
て
い
な

い
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
小
規
模
の
も
の
で
も
、「
民
家
に
近
い
場
所
で
の
反
射
光
の
問
題
や
、
標
識
や
柵
な
ど
の
設

置
不
備
、
不
適
切
な
管
理
な
ど
に
よ
る
」
ト
ラ
ブ
ル
が
見
ら
れ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
言
わ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も
、「
現

実
に
は
大
規
模
な
伐
採
地
が
再
生
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
く
」、「
特
に
燃
料
を
輸
入
す
る
大
規
模
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
か
ら
は
程
遠
い
」。
日
本
で
増
え
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
そ
う
し
た
大
規
模
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
、「
ほ
と

ん
ど
が
輸
入
の
ペ
レ
ッ
ト
や
木
質
チ
ッ
プ
、
パ
ー
ム
系
燃
料
で
あ
る
」。「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
重
要
な
の
は
、
地
域
の
残
材
利
用
で
あ
る
。

同
時
に
、
熱
供
給
で
の
利
用
を
第
一
と
し
、
発
電
す
る
場
合
に
は
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）」
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

「
陸
上
風
力
発
電
も
…
景
観
、
騒
音
、
な
ど
の
問
題
に
加
え
、
大
企
業
や
海
外
企
業
が
事
業
主
体
と
な
り
、
地
元
へ
の
関
わ
り
が
薄
い
場

合
が
多
い
こ
と
」
も
問
題
で
、「
地
元
自
治
体
が
計
画
策
定
に
参
加
し
、
収
益
が
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
指
摘

す
る
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、「
二
〇
二
二
年
一
二
月
に
東
京
都
で
初
め
て
、
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
へ
の
住
宅
の
太
陽
光
発
電
導
入
義
務

づ
け
が
条
例
と
し
て
可
決
さ
れ
た
」
が
、「
次
に
優
先
す
べ
き
は
工
場
や
、
道
路
わ
き
、
最
終
処
分
場
、
駐
車
場
な
ど
す
で
に
開
発
さ
れ

た
土
地
、
そ
し
て
耕
作
放
棄
地
や
農
地
で
あ
る
」
と
す
る
。

二
〇
一
四
年
に
農
山
漁
村
再
エ
ネ
法
が
施
行
さ
れ
、
地
元
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
「
再
エ
ネ
の
導
入
促
進
を
図
り
、
ま
た
売
電
収

益
の
一
部
を
市
町
村
に
還
元
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
」
が
、「
地
域
に
根
差
し
た
再
エ
ネ
を
進
め
て
い
く
う
え
で
」、「
最
も
大
き

な
ハ
ー
ド
ル
は
、
再
エ
ネ
の
電
源
調
達
で
あ
」
り
、「
自
治
体
や
住
民
が
事
業
に
参
画
し
、
意
思
決
定
に
参
加
し
た
り
経
済
的
メ
リ
ッ
ト

を
得
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
す
る
。

以
上
の
様
な
吉
田
氏
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
へ
の
批
判
に
答
え
る
も
の
と
し
て
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
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が
あ
る
。
半
澤
氏
に
よ
る
と
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
脱
原
発
運
動
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
を
契
機
に
ス
タ
ー
ト
し
、
生
活
ク
ラ
ブ

北
海
道
の
泊
原
発
の
反
対
運
動
か
ら
「
グ
リ
ー
ン
電
気
料
金
制
度
」
を
創
設
し
、「
原
子
力
や
化
石
燃
料
に
依
存
し
な
い
社
会
を
自
分
た

ち
の
手
で
つ
く
る
た
め
に
、
二
〇
〇
一
年
に
日
本
で
初
め
て
の
市
民
出
資
に
よ
る
風
車
「
は
ま
か
ぜ
」
ち
ゃ
ん
を
稼
働
さ
せ
た
」。「
四
つ

の
生
活
ク
ラ
ブ
の
共
同
に
よ
る
「
生
活
ク
ラ
ブ
風
車
建
設
構
想
」
を
議
論
す
る
中
で
東
日
本
大
震
災
・
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
が

起
こ
り
、
風
車
建
設
構
想
か
ら
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
事
業
を
広
げ
る
こ
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
供

給
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
生
活
ク
ラ
ブ
の
電
力
会
社
を
つ
く
り
組
合
員
家
庭
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
供
給
す
る
こ
と

を
構
想
し
」
二
〇
一
二
年
三
月
に
生
協
と
し
て
日
本
初
と
な
る
生
活
ク
ラ
ブ
風
車
「
夢
風
」
が
秋
田
県
に
か
ほ
市
で
稼
働
し
た
。
二
〇
二

四
年
に
二
基
目
の
風
車
建
設
を
予
定
し
て
い
る
が
、
市
民
出
資
募
集
を
行
い
、
風
車
の
利
益
の
地
元
へ
の
直
接
的
な
還
元
を
行
う
計
画
と

い
う
。

「
二
〇
一
三
年
に
生
活
ク
ラ
ブ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
つ
く
」
っ
た
が
、「
そ
の
柱
は
「
脱
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治

・
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
」
と
し
「
減
ら
す
」「
つ
く
る
」「
使
う
」
を
運
動
と
事
業
の
柱
と
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
開
発
、
生

活
ク
ラ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
（
電
力
小
売
会
社
）
の
設
立
、
生
活
ク
ラ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
高
圧
接
続
契
約
事
業
所
へ
の
供
給
」
を
開
始
し
、
二

〇
一
六
年
か
ら
の
組
合
員
家
庭
へ
の
供
給
を
行
っ
て
い
る
。「
二
〇
二
一
年
度
に
は
生
活
ク
ラ
ブ
主
体
発
電
所

三
二
か
所
、
契
約
発
電

所
三
二
か
所
、
低
圧
事
業
所
含
む
組
合
員
宅
の
太
陽
光
発
電
所
一
六
九
か
所
ま
で
に
発
展
し
、「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
の
総
供
給
量
は

九
六
、
一
二
二
Ｍ
Ｗ
ｈ
ま
で
広
が
り
」、「
再
エ
ネ
比
率
は
約
八
〇
％
と
な
」
っ
た
。
総
会
で
決
定
し
た
「
生
活
ク
ラ
ブ
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
則
」

で
は
、「
原
発
や
化
石
発
電
所
に
象
徴
さ
れ
る
大
規
模
で
中
央
集
権
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
小
規
模
で
分
散
型
で
自
給
で

き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
柱
と
し
た
地
域
分
散
型
の
シ
ス
テ
ム
、
人
々
が
地
域
で
自
治
で
き
る
し
く
み
を
つ
く
り
、
地
域
（
自
治
体

や
行
政
区
）
を
ス
テ
ー
ジ
に
人
々
が
参
加
し
て
つ
く
り
、
実
践
す
る
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
解
決
へ
の
道
で
す
。「
共
有
資
源
�
コ
モ
ン

ズ
」
を
協
同
で
管
理
す
る
こ
と
で
共
に
生
き
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
、
格
差
と
共
に
孤
立
が
進
む
現
在
の
社
会
に
お
い
て

は
「
共
有
資
源
」
と
そ
れ
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
は
大
変
重
要
で
す
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
原
発
へ
の
攻
撃
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
今
、
わ
が
国
の
原
発
に
対
す
る
テ
ロ
な
ど

の
攻
撃
を
考
え
る
と
、
原
発
は
一
刻
も
早
く
廃
止
す
る
他
な
い
だ
ろ
う
。
再
エ
ネ
を
基
幹
と
し
た
地
域
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

確
立
に
向
け
、
再
エ
ネ
の
環
境
破
壊
的
な
側
面
も
含
め
て
、
再
エ
ネ
政
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
詳
し
く
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
も
世
界
中
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急
成
長
す

る
な
か
、
す
で
に
世
界
各
国
で
主
力
電
源
と
な
っ
て
き
て
い
る
水

力
発
電
や
風
力
発
電
に
続
き
、
太
陽
光
発
電
の
導
入
が
世
界
各
国

で
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。
二
〇
二
一
年
末
ま
で
に
は
太
陽
光
発
電

の
累
積
の
設
備
容
量
は
九
〇
〇
Ｇ
Ｗ（
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
、一
Ｇ
Ｗ
�
一

〇
〇
万
ｋ
Ｗ
�
原
発
一
基
分
の
設
備
容
量
に
相
当
）
を
超
え
、
風

力
発
電
も
八
〇
〇
Ｇ
Ｗ
を
超
え
、
そ
れ
ぞ
れ
原
子
力
発
電
の
設
備

容
量
（
約
四
〇
〇
Ｇ
Ｗ
）
の
二
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
1（
図
1
）。

世
界
の
風
力
と
太
陽
光
を
合
わ
せ
た
設
備
容
量
は
約
一
八
〇
〇
Ｇ

Ｗ
に
達
し
て
原
発
の
設
備
容
量
の
約
四
・
五
倍
に
ま
で
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
原
発
の
設
備
容
量
は
二
〇
二
一
年
も
廃
止
が
新
設
を

上
回
り
、
引
き
続
き
減
少
し
て
い
る
2
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
一
年

の
太
陽
光
と
風
力
と
合
わ
せ
た
年
間
導
入
量
は
約
二
八
〇
Ｇ
Ｗ
に

達
し
て
、
前
年
の
約
二
二
〇
Ｇ
Ｗ
を
さ
ら
に
上
回
り
、
過
去
最
大

と
な
っ
た
。
二
〇
二
一
年
の
太
陽
光
発
電
の
年
間
導
入
量
は
約
一

八
〇
Ｇ
Ｗ
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
風
力
発
電
は
約
一
〇
〇
Ｇ
Ｗ

が
一
年
間
に
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
累
積
の
設
備
容
量
で
は

二
〇
二
一
年
末
ま
で
に
太
陽
光
発
電
が
風
力
発
電
を
追
い
抜
い

た
。
二
〇
二
一
年
に
全
世
界
で
新
規
に
導
入
さ
れ
た
発
電
設
備
の

約
八
一
％
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
過
去
最
高
の
割
合
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
九
割
近
く
が
太
陽
光
お
よ
び
風
力
発
電
だ
っ
た
3
。

そ
の
結
果
、
世
界
全
体
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
設
備
の

累
積
導
入
量
は
三
〇
〇
〇
Ｇ
Ｗ
を
超
え
た
が
、
水
力
発
電
の
累
積

設
備
容
量
は
一
二
三
〇
Ｇ
Ｗ
に
達
し
て
お
り
、
す
で
に
原
子
力
発

電
（
約
四
〇
〇
Ｇ
Ｗ
）
の
三
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
4
。
二
〇
二

一
年
の
年
間
の
発
電
電
力
量
で
も
、
太
陽
光
が
約
一
〇
〇
〇
Ｔ
Ｗ

ｈ
、
風
力
が
約
一
八
〇
〇
Ｔ
Ｗ
ｈ
で
合
わ
せ
て
約
二
八
〇
〇
Ｔ
Ｗ

ｈ
と
な
り
世
界
全
体
の
一
〇
％
を
超
え
た
。
一
方
、
原
発
の
年
間

世
界
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
原
発
の
動
向

松
原
弘
直

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）
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発
電
電
力
量
は
二
六
五
〇
Ｔ
Ｗ
ｈ
で
世
界
全
体
の
九
・
八
％
と
な

り
、
一
〇
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
と
風
力
発
電
と
を

合
わ
せ
た
年
間
発
電
電
力
量
が
初
め
て
一
〇
％
に
達
し
て
、
原
子

力
発
電
の
発
電
電
力
量
を
初
め
て
超
え
た
。
太
陽
光
と
風
力
発
電

を
合
わ
せ
て
年
間
発
電
電
力
量
の
割
合
が
一
〇
％
を
超
え
る
国

は
、
日
本
を
含
め
て
全
世
界
で
五
〇
か
国
に
達
し
て
い
る
。

世
界
各
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
向

太
陽
光
発
電
の
累
積
導
入
量
で
は
二
〇
一
五
年
以
降
、
中
国
が

世
界
第
一
位
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
八
年
に
国
レ
ベ
ル
の
買
取

制
度
が
中
断
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
導
入
が
進
ん
で
い

る
。
す
で
に
中
国
が
、
世
界
の
太
陽
光
発
電
の
年
間
導
入
量
の
三

分
の
一
以
上
を
占
め
、
二
〇
二
一
年
に
は
約
五
三
Ｇ
Ｗ
を
一
年
間

で
導
入
し
て
累
積
導
入
量
で
も
二
〇
二
一
年
末
ま
で
に
三
〇
〇
Ｇ

Ｗ
を
超
え
て
、
圧
倒
的
な
世
界
第
一
位
と
な
っ
て
い
る（
図
2
）。

米
国
の
累
積
導
入
量
に
つ
い
て
は
、
米
国
太
陽
光
産
業
協
会
（
Ｓ

Ｅ
Ｉ
Ａ
）
か
ら
の
発
表
で
は
、
二
〇
二
一
年
末
に
は
一
一
九
Ｇ
Ｗ

に
達
し
、
世
界
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
5
（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
デ
ー

タ
で
は
約
九
四
Ｇ
Ｗ
）。
こ
れ
に
日
本
が
約
七
四
Ｇ
Ｗ
で
続
き
第

三
位
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
太
陽
光
発
電
の
設
備
容

量
の
デ
ー
タ
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
発
電
出
力
が
基
準
に
な
っ
て

い
る
（
Ｄ
Ｃ
ベ
ー
ス
）。
一
方
、
日
本
国
内
で
公
表
さ
れ
て
い
る

図1 世界の再生可能エネルギー（太陽光および風力）および原子力の発電設備の導入量

出典：REN21、IRENA、IEA、IAEAなどのデータから作成
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Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
で
に
よ
る
導
入
量
は
系
統
接
続
さ
れ
た
出
力
（
Ａ
Ｃ

ベ
ー
ス
）
が
基
準
に
な
っ
て
お
り
、
Ｄ
Ｃ
ベ
ー
ス
よ
り
も
一
割
程

度
小
さ
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
、
二
〇
一

四
年
ま
で
世
界
一
位
の
累
積
導
入
量
だ
っ
た
が
、
二
〇
二
一
年
末

で
は
約
五
八
Ｇ
Ｗ
で
第
四
位
で
あ
る
。
以
下
、
累
積
導
入
量
が
一

〇
Ｇ
Ｗ
を
超
え
る
国
が
一
四
カ
国
（
前
年
は
一
三
カ
国
）
あ
り
、

イ
ン
ド
が
約
四
九
Ｇ
Ｗ
、
イ
タ
リ
ア
が
約
二
二
Ｇ
Ｗ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
が
約
一
九
Ｇ
Ｗ
、
韓
国
が
約
一
八
Ｇ
Ｗ
、
ベ
ト
ナ
ム
が
約

一
七
Ｇ
Ｗ
、
フ
ラ
ン
ス
が
約
一
五
Ｇ
Ｗ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
英
国
お
よ

び
ス
ペ
イ
ン
が
約
一
四
Ｇ
Ｗ
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
約
一
三
Ｇ
Ｗ
と
な
っ

て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
年
間
五
Ｇ
Ｗ
を
導
入
し
て
、
一
〇
Ｇ
Ｗ

を
超
え
た
。
世
界
全
体
で
累
積
導
入
量
が
二
Ｇ
Ｗ
を
超
え
る
国
は

三
一
カ
国
（
前
年
は
二
九
カ
国
）
に
上
る
。

太
陽
光
発
電
の
年
間
導
入
量
で
み
る
と
日
本
は
前
年
か
ら
若
干

減
少
し
て
四
・
四
Ｇ
Ｗ
を
二
〇
二
一
年
に
新
規
に
導
入
し
た
が
、

そ
れ
に
対
し
て
米
国
は
そ
の
約
五
倍
の
二
三
・
六
Ｇ
Ｗ
、
イ
ン
ド

は
一
〇
・
三
Ｇ
Ｗ
を
新
規
に
導
入
し
て
い
る
（
図
3
）。
そ
の
結

果
、
日
本
は
年
間
導
入
量
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
五
・
二
Ｇ
Ｗ
、
ド
イ
ツ

の
四
・
七
Ｇ
Ｗ
を
下
回
り
、
世
界
第
六
位
だ
っ
た
。
世
界
全
体
で

年
間
一
Ｇ
Ｗ
以
上
の
太
陽
光
を
導
入
し
て
い
る
国
は
一
八
カ
国
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
五
カ
国
（
中
国
、
イ
ン
ド
、
日
本
、
韓
国
三
・

六
Ｇ
Ｗ
、
台
湾
一
・
八
Ｇ
Ｗ
）
が
ア
ジ
ア
で
あ
る
。
欧
州
で
も
二

〇
二
一
年
は
一
Ｇ
Ｗ
以
上
の
年
間
導
入
量
と
な
っ
て
い
る
国
が
ド

図2 国別の太陽光発電の累積導入量のトレンド

出所：IRENA，SEIAデータより作成
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イ
ツ
四
・
七
Ｇ
Ｗ
、
ス
ペ
イ
ン
三
・
四
Ｇ
Ｗ
、
オ
ラ
ン
ダ
三
・
三

Ｇ
Ｗ
、
フ
ラ
ン
ス
二
・
七
Ｇ
Ｗ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
二
・
三
Ｇ
Ｗ
、
イ

タ
リ
ア
一
・
〇
Ｇ
Ｗ
、
ベ
ル
ギ
ー
一
・
Ｇ
Ｗ
と
七
カ
国
に
増
え

た
。
そ
の
結
果
、
人
口
あ
た
り
の
累
積
導
入
量
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が

約
八
〇
〇
Ｗ
／
人
で
世
界
第
一
に
な
っ
て
い
る
（
日
本
は
約
六
〇

〇
Ｗ
／
人
で
第
四
位
）。

風
力
発
電
市
場
は
二
〇
一
〇
年
以
前
に
は
欧
州
の
一
部
の
国

（
ド
イ
ツ
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
）
や
米
国
が
牽
引
し
て
い
た
が
、
二

〇
一
〇
年
以
降
は
中
国
が
風
力
発
電
市
場
を
先
導
し
て
お
り
、
欧

州
各
国
（
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
）
や
他
の
新
興
国
（
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ

ル
な
ど
）
で
も
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
中
国
で
の
風
力
発
電
の
年

間
導
入
量
は
二
〇
一
四
年
に
二
〇
Ｇ
Ｗ
を
超
え
て
以
降
、
二
〇
一

八
年
に
は
四
八
Ｇ
Ｗ
に
達
し
て
、
二
〇
二
一
年
の
年
間
導
入
量
は

約
五
六
Ｇ
Ｗ
だ
っ
た
6
。
世
界
全
体
の
風
力
発
電
の
年
間
導
入
量

約
九
七
Ｇ
Ｗ
の
六
割
近
く
を
中
国
が
占
め
て
お
り
、
日
本
国
内
で

の
年
間
導
入
量
〇
・
一
四
Ｇ
Ｗ
の
実
に
四
〇
〇
倍
近
く
に
達
す

る
。
中
国
は
二
〇
二
一
年
末
に
は
累
積
導
入
量
が
約
三
四
四
Ｇ
Ｗ

と
風
力
発
電
が
三
〇
〇
Ｇ
Ｗ
の
大
台
を
超
え
た
。
い
ま
や
中
国
は

世
界
一
の
風
力
発
電
の
導
入
国
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
二
七
か
国
＋
英
国

で
の
累
積
導
入
量
二
一
五
Ｇ
Ｗ
の
一
・
六
倍
に
達
し
て
、
日
本
国

内
の
累
積
導
入
量
四
・
六
Ｇ
Ｗ
の
七
五
倍
以
上
に
達
し
て
い
る

（
図
4
）。

図3 国別の太陽光発電の導入量（2020年末）トップ20

出所：IRENA，SEIA等データより作成
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近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
洋
上
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二

一
年
に
二
一
Ｇ
Ｗ
が
世
界
全
体
で
新
規
導
入
さ
れ
、
前
年
の
六
・

一
Ｇ
Ｗ
か
ら
大
幅
に
増
加
し
た
。
風
力
全
体
の
年
間
導
入
量
の
二

二
％
に
達
し
て
い
る
。
累
積
導
入
量
で
は
約
五
六
Ｇ
Ｗ
に
達
し
て

お
り
、
風
力
全
体
の
約
七
％
に
達
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
風

力
発
電
の
導
入
が
洋
上
風
力
を
中
心
に
進
ん
で
き
て
お
り
、
二
〇

二
一
年
末
ま
で
に
風
力
発
電
の
累
積
導
入
量
二
七
Ｇ
Ｗ
の
う
ち
洋

上
風
力
が
世
界
第
二
位
の
一
四
・
四
Ｇ
Ｗ
導
入
さ
れ
て
い
る
（
図

5
）。
二
〇
二
一
年
に
は
中
国
に
お
い
て
一
七
・
四
Ｇ
Ｗ
が
新
規

に
導
入
さ
れ
、
世
界
一
の
洋
上
風
力
の
市
場
に
な
っ
て
お
り
、
累

積
導
入
量
で
も
二
六
・
四
Ｇ
Ｗ
に
達
し
て
世
界
第
一
位
に
な
っ

た
。
欧
州
で
は
英
国
で
二
・
三
Ｇ
Ｗ
の
洋
上
風
車
が
新
規
に
導
入

さ
れ
第
二
位
に
な
り
、
第
三
位
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
約
〇
・
六
Ｇ
Ｗ

だ
っ
た
。
欧
州
各
国
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
（
四
七
・
二
％
）、
イ
ギ

リ
ス
（
四
六
・
八
％
）、
デ
ン
マ
ー
ク
（
三
二
・
九
％
）、
オ
ラ
ン

ダ
（
三
二
・
二
％
）
な
ど
で
洋
上
風
力
の
割
合
が
累
積
設
備
容
量

の
二
〇
％
を
超
え
て
き
て
い
る
。
ア
ジ
ア
で
は
、
中
国
以
外
に
、

ベ
ト
ナ
ム
（
約
一
・
〇
Ｇ
Ｗ
）
や
台
湾
（
〇
・
二
Ｇ
Ｗ
）
で
洋
上

風
力
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

欧
州
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、

図4 世界各国の風力発電の累積導入量の推移

出所：WWEA，IRENAのデータより作成
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欧
州
（
Ｅ
Ｕ
）
で
の
取
り
組
み
が
世
界
的
に
先
行
し
て
進
ん
で
い

る
。
欧
州
二
八
カ
国
全
体
（
英
国
を
含
む
）
で
の
発
電
電
力
量
の

割
合
も
二
〇
一
七
年
に
は
三
〇
％
を
超
え
、
二
〇
二
一
年
に
は
約

三
八
％
に
達
し
て
、
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
の
割
合
と
ほ
ぼ
拮
抗

し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
国
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の

割
合
の
二
倍
近
く
に
相
当
す
る
。
太
陽
光
発
電
お
よ
び
風
力
発
電

と
い
っ
た
変
動
性
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｖ
Ｒ
Ｅ
）
の
割
合
も

欧
州
全
体
で
約
二
〇
％
と
、
す
で
に
日
本
国
内
の
約
一
〇
％
の
二

倍
に
達
し
て
い
る
。
な
お
、
二
〇
二
〇
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
目
標
は
フ
ラ
ン
ス
を
除
い
た
Ｅ
Ｕ
二
七
か
国
は
達
成
を
し

て
お
り
、
二
〇
三
〇
年
に
向
け
て
各
国
で
さ
ら
に
高
い
目
標
を
定

め
て
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

主
要
な
欧
州
各
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
二
〇
二
一

年
の
年
間
発
電
電
力
量
の
割
合
の
内
訳
を
図
6
に
示
し
め
す
。
こ

れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ン
ク
タ
ン
クE

m
ber

が
推
計
し
た
欧
州
各
国

の
電
力
部
門
に
関
す
る
二
〇
二
一
年
の
最
新
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

い
る
7
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
水
力
発
電
の
割
合
が
六
〇
％
あ

り
、
風
力
一
〇
％
や
バ
イ
オ
マ
ス
六
％
と
合
わ
せ
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
が
八
〇
％
近
く
に
達
し
て
い
る
。
変
動
性
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｖ
Ｒ
Ｅ
）
の
割
合
が
す
で
に
五
三
％
に
達
し

て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
年
間
発
電
電
力
量
に
占
め
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
が
約
七
四
％
に
達
し
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
は
六
七
％
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
六
二
％
に
達
し
、
す
で
に
ス

図5 洋上風力発電の累積導入量（2021年）

出所：IRENAのデータより作成
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ペ
イ
ン（
四
六
％
）、
イ
タ
リ
ア（
四
一
％
）、
ド
イ
ツ（
四
〇
％
）、

イ
ギ
リ
ス
（
四
〇
％
）
に
お
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割

合
が
四
〇
％
に
達
し
て
、
欧
州
全
体
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

Ｖ
Ｒ
Ｅ
の
割
合
は
欧
州
全
体
で
も
二
〇
％
に
達
し
て
い
る
が
、
ス

ペ
イ
ン
で
は
三
三
％
に
達
し
、
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
三
〇
％

近
く
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
原
発
の
比
率
が
七
〇
％
近
く
に
達

す
る
フ
ラ
ン
ス
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
二
二
％
と

日
本
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
、
Ｖ
Ｒ
Ｅ
比
率
も
九
％
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
で
は
、
二
〇
五
〇
年
の
気
候
中
立
や
グ
リ

ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
構
想
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
野
心
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
の
排

出
削
減
目
標
を
目
指
す
「
欧
州
気
候
法
」
が
二
〇
二
一
年
六
月
に

欧
州
議
会
で
承
認
さ
れ
た
8
。
そ
の
中
で
は
、
二
〇
三
〇
年
の
削

減
目
標
を
四
〇
％
か
ら
五
五
％
に
大
幅
に
引
き
上
げ
た
。
そ
れ
に

伴
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標
も
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
に
対
し
て
従
来
の
三
二
％
か
ら
四
〇
％
以
上
と
な
る
。
こ
の
五

五
％
削
減
の
た
め
の
新
た
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
�Fit

for
55

�

の
策
定
の
中
で
Ｅ
Ｕ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
指
令
Ｒ
Ｅ
Ｄ

Ⅲ

の
見
直
し
等
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
各
国
の
二
〇
三
〇
年
ま

で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標
は
既
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
ｓ

（N
ational

Energy
and

C
lim
ate
Plans

）
と
い
う
形
で
策
定

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
目
標
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
二
〇
二
四
年
ま
で
に
上
積
み
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

図6 欧州各国および中国・日本の発電電力量に占める再生可能エネルギー
等の割合の比較（2021年）

出所：Ember，China Energy Potal，電力調査統計などのデータより作成
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の
軍
事
進
攻
に
よ
り
、
欧
州
各
国
で
は

ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
き
た
天
然
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
早
急
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の

必
要
性
に
も
迫
ら
れ
て
い
る
。
特
に
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
は
ド
イ

ツ
な
ど
ロ
シ
ア
へ
の
依
存
度
が
高
い
国
が
あ
り
、
電
力
市
場
が
高

騰
す
る
中
、
暖
房
用
や
産
業
用
の
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
も
高
騰
や

供
給
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
欧
州
委
員
会
（
Ｅ

Ｃ
）
で
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
化
石
燃
料
依
存
度
を
低
減
す
る
た
め

に
二
〇
二
二
年
五
月
に
�R

E
Pow
erE
U

�
計
画
を
発
表
し
た
9
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
二
〇
三
〇
年
の
導
入
目
標
を

四
〇
％
か
ら
さ
ら
に
四
五
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
現
在
（
二

〇
二
〇
年
）
か
ら
倍
増
し
て
三
二
〇
Ｇ
Ｗ
に
、
二
〇
三
〇
年
に
は

六
〇
〇
Ｇ
Ｗ
を
目
指
す
と
い
う
Ｅ
Ｕ
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
策

定
し
て
お
り
、
新
築
建
築
物
の
屋
根
上
（
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
）
太
陽

光
の
設
置
義
務
化
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
欧
州
各
国
と
日
本
の

年
間
発
電
電
力
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
の
推

移
を
比
べ
て
み
る
と
、
欧
州
各
国
で
は
二
〇
二
〇
年
に
向
け
て
一

九
九
〇
年
代
か
ら
着
実
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
増
や

し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
7
）。
た
だ
し
、
昨
年
二
〇
二
一

年
に
つ
い
て
は
、
風
況
の
影
響
で
一
時
的
に
風
力
発
電
の
割
合
が

減
少
し
て
い
る
影
響
の
あ
る
国
が
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
二

図7 欧州各国および日本の再生可能エネルギー電力の導入実績・目標

出所：EU統計局、Agora Energiewendeデータなどから作成
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１５



〇
〇
〇
年
の
時
点
で
す
で
に
割
合
が
一
七
％
だ
っ
た
が
、
二
〇
一

〇
年
の
時
点
で
三
〇
％
を
超
え
、
二
〇
二
一
年
に
は
七
四
％
に
達

し
て
お
り
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力

が
一
〇
〇
％
を
超
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
10

。
デ
ン
マ
ー
ク

で
は
、
電
力
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
二
〇
年
間

に
わ
た
る
経
験
か
ら
、
風
力
お
よ
び
太
陽
光
の
変
動
性
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｖ
Ｒ
Ｅ
で
電
力
の
五
〇
％
以
上
を
賄
う
た
め
の
統
合

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
電
力
シ
ス
テ
ム
や
電
力
市
場
に
お
い
て
実
現

し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
で
は
二
〇
〇
〇
年
に
は
七
％
程
度
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
二
〇
一
〇
年
に
は
二
〇
％
近
く
に
ま
で
増
加
し
、
二
〇
二
〇

年
に
は
四
五
％
に
達
し
た
。
二
〇
二
一
年
は
風
況
の
た
め
風
力
発

電
の
発
電
量
が
減
少
し
た
影
響
で
四
〇
％
程
度
に
減
少
し
た
（
図

8
）。
し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
へ
の
天
然

ガ
ス
依
存
か
ら
の
脱
却
を
実
現
す
る
た
め
、
二
〇
二
二
年
の
新
た

な
Ｅ
Ｅ
Ｇ
法
案
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
）
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
を
二
〇
三
〇
年
に
は
八
〇
％
以
上
、
二
〇
三
五

年
に
は
一
〇
〇
％
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
二
〇
〇
〇

年
の
時
点
で
は
わ
ず
か
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
六
％
だ
っ
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
割
合
が
二
〇
二
一
年
に
は
四
一
％
と
七

倍
に
な
っ
た
11

。
一
方
で
、
原
発
の
割
合
は
二
九
％
か
ら
一
二
％

ま
で
低
下
し
て
お
り
、
原
発
ゼ
ロ
と
定
め
ら
れ
た
二
〇
二
二
年
末

に
向
け
て
着
実
に
減
少
し
て
き
た
が
、
天
然
ガ
ス
の
供
給
懸
念
12

図8 ドイツ国内での再生可能エネルギーの発電電力量と全発電電力量に占
める比率の推移

出所：AGEBデータ等より作成
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に
よ
り
、
廃
止
を
予
定
し
て
い
る
原
発
を
短
期
的
に
は
温
存
す
る

措
置
も
と
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
国
内
で
産
出
さ
れ
る
褐
炭
を
含

む
石
炭
の
割
合
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
五
〇
％
を
占
め
て
い
た

が
、
二
〇
二
〇
年
に
は
排
出
量
取
引
（
Ｅ
Ｕ

Ｅ
Ｔ
Ｓ
）
で
の
炭

素
価
格
の
上
昇
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
二
三
・
四
％
ま
で
減
少
し

た
。
二
〇
二
一
年
は
風
力
の
減
少
や
天
然
ガ
ス
の
高
騰
の
影
響
で

石
炭
が
二
八
％
に
増
加
し
た
が
、
こ
れ
は
風
力
と
太
陽
光
を
合
わ

せ
た
Ｖ
Ｒ
Ｅ
の
割
合
二
八
・
八
％
と
同
じ
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

中
国
で
は
、
水
力
発
電
に
加
え
て
風
力
や
太
陽
光
の
導
入
が
こ

の
一
〇
年
間
で
急
速
に
進
ん
だ
。
二
〇
二
一
年
に
は
年
間
で
風
力

発
電
の
割
合
が
七
・
八
％
、
太
陽
光
発
電
が
三
・
九
％
で
Ｖ
Ｒ
Ｅ

（
変
動
性
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
割
合
は
一
一
・
七
％
に
達

し
て
い
る
13

。
水
力
も
含
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
電
力
量
の
割
合
は
二
七
・
七
％
に
達
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

経
済
影
響
か
ら
の
回
復
な
ど
で
中
国
国
内
の
総
発
電
電
力
量
が
増

加
し
た
た
め
前
年
か
ら
若
干
低
下
し
た
（
図
9
）。
一
方
、
原
発

の
割
合
は
四
・
九
％
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
末

の
風
力
発
電
の
累
積
の
設
備
容
量
は
三
二
〇
Ｇ
Ｗ
を
超
え
て
お

り
、
太
陽
光
発
電
の
設
備
容
量
も
約
三
〇
〇
Ｇ
Ｗ
と
同
じ
レ
ベ
ル

に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
全
体
の
風
力
発
電
お
よ
び
太
陽
光

図9 中国の再生可能エネルギーによる年間発電量および割合のトレンド

出所：China Energy Portalのデータより作成
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発
電
の
累
積
設
備
容
量
の
そ
れ
ぞ
れ
約
三
分
の
一
を
占
め
る
こ
と

に
な
る
。
二
〇
二
一
年
の
中
国
国
内
の
年
間
発
電
電
力
量
の
規
模

（
約
八
四
〇
〇
Ｔ
Ｗ
ｈ
）
は
、
欧
州
全
体
の
約
三
一
〇
〇
Ｔ
Ｗ
ｈ

（
二
〇
二
〇
年
）
の
三
倍
近
く
あ
り
、
日
本
国
内
の
一
〇
〇
〇
Ｔ

Ｗ
ｈ
の
八
倍
以
上
で
あ
る
。
欧
州
お
よ
び
日
本
の
発
電
電
力
量
は

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
中
国
で
は
経
済
成
長
と
共
に
増
加
を
続
け

て
い
る
。
中
国
で
は
二
〇
六
〇
年
ま
で
の
脱
炭
素
化
を
目
指
す
と

い
う
努
力
目
標
が
国
際
的
に
宣
言
さ
れ
て
い
る
が
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
と
と
も
に
、
発
送
電
分
離
や
電
力
市
場
の

整
備
な
ど
電
力
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
つ
い
て
は
欧
州
の
様
々
な
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
導
入
さ
れ
、
日
本
よ
り
も
先
行
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
転
換
が
進
ん
で
い
る
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
コ
ス
ト

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
な
か
、
二
〇
二
一
年
に
は
経
済
活
動
は
世
界

的
に
急
速
な
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
影
響
で
化
石
燃
料
な

ど
の
資
源
価
格
が
上
昇
し
、
電
力
価
格
の
高
騰
が
引
き
起
こ
さ
れ

た
。
そ
の
後
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
よ
り
、
欧
州

を
中
心
に
さ
ら
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
日

本
国
内
を
含
め
て
国
際
的
な
天
然
ガ
ス
の
需
給
ひ
っ
迫
に
よ
り
二

〇
二
一
年
秋
以
降
、
電
力
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
平

均
し
て
一
〇
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
を
下
回
っ
て
い
た
ス
ポ
ッ
ト
市
場
価
格

図10：世界平均の総導入コスト、設備利用率および発電コスト（LCOE）のト
レンド（2010―2021年）

出所：IRENAレポート“Renewable Power Generation Costs in 2021”図に加筆
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が
、
三
倍
以
上
の
月
平
均
で
三
〇
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
を
超
え
る
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト

は
着
実
に
低
下
を
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
コ
ス
ト
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
�R

enew
able

Pow
er

G
eneration

C
osts

in
2021

�
で
は
、
二
〇
二
一
年
に
導
入

さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
コ
ス
ト
を
発
電
種
別

ご
と
に
比
較
す
る
と
共
に
、
過
去
の
ト
レ
ン
ド
や
国
別
の
詳
細
な

分
析
を
示
し
て
い
る
14

。
二
〇
二
一
年
に
新
た
に
導
入
さ
れ
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
コ
ス
ト
は
、
前
年
か
ら
引
き
続
き
低

下
し
て
お
り
、
太
陽
光
発
電
は
前
年
比
一
三
％
、
陸
上
風
力
は
一

五
％
、
洋
上
風
力
は
一
三
％
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

確
か
に
二
〇
二
一
年
は
燃
料
価
格
な
ど
の
上
昇
に
よ
り
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
で
の
機
器
価
格
な
ど
の
上
昇
が
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
総
コ
ス
ト
の
上
昇
に
は
至
ら
ず
、
機
器
の
性
能
も
改
善
さ

れ
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
の
発
電
コ
ス
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）
は
、
前

年
の
〇
・
〇
五
五

米
ド
ル
／
ｋ
Ｗ
ｈ
か
ら
〇
・
〇
四
八

米
ド

ル
／
ｋ
Ｗ
ｈ
に
な
り
、
前
年
比
一
三
％
減
少
し
て
お
り
、
二
〇
一

〇
年
か
ら
の
二
〇
二
一
年
の
一
一
年
間
で
八
八
％
低
下
し
た
（
図

10
）。
陸
上
風
力
も
、
前
年
の
〇
・
〇
三
九
米
ド
ル
／
ｋ
Ｗ
ｈ
か

ら
〇
・
〇
三
三
米
ド
ル
／
ｋ
Ｗ
ｈ
に
な
り
、
前
年
比
一
五
％
減
少

し
て
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
二
一
年
の
間
に
発
電
コ
ス
ト
は
六

〇
％
低
下
し
た
。
こ
れ
は
、
風
力
タ
ー
ビ
ン
価
格
が
下
落
し
て
い

図11：事業用太陽光の発電コスト（LCOE）と化石燃料ガス燃料費・CO2合計
価格の比較

出所：IRENAレポート“Renewable Power Generation Costs in 2021”図に加筆
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る
中
国
市
場
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
。
二
〇
二
一
年
に
中
国
市
場
が
席
巻
し
た
洋
上
風
力
に
つ
い
て

も
発
電
コ
ス
ト
は
前
年
の
〇
・
〇
八
六
米
ド
ル
／
ｋ
Ｗ
ｈ
か
ら
〇

・
〇
七
五
米
ド
ル
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と
、
前
年
比
一
三
％
下
落
し
て
い

る
。実

際
に
二
〇
二
二
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
経
済
メ

リ
ッ
ト
は
、
過
去
に
な
い
ほ
ど
拡
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇

二
二
年
の
天
然
ガ
ス
卸
価
格
を
〇
・
一
〇
九
米
ド
ル
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と

想
定
す
る
と
、
発
電
コ
ス
ト
は
〇
・
二
三
米
ド
ル
／
ｋ
Ｗ
ｈ
（
Ｃ

Ｏ
2
価
格
を
除
く
）
と
な
り
、
二
〇
二
〇
年
と
比
べ
て
五
倍
以
上

に
な
る
。
Ｅ
Ｕ
の
排
出
権
取
引
制
度
（
Ｅ
Ｔ
Ｓ
）
の
Ｃ
Ｏ
2
価
格

を
加
え
る
と
、
〇
・
二
七
米
ド
ル
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と
な
り
、
二
〇
二
〇

年
比
で
六
倍
以
上
と
な
る
（
図
11
）。
こ
の
発
電
コ
ス
ト
は
、
二

〇
二
一
年
に
新
た
に
欧
州
に
導
入
さ
れ
た
太
陽
光
発
電
や
陸
上
風

力
発
電
の
四
〜
六
倍
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
化
石
燃
料
の

高
騰
を
考
慮
す
る
と
、
世
界
的
に
二
〇
二
一
年
に
新
規
に
導
入
さ

れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
だ
け
で
、
一
年
間
に
五
五

〇
億
米
ド
ル
が
節
約
で
き
た
計
算
に
な
る
。
さ
ら
に
、
欧
州
で
は

化
石
燃
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
二
〇
二
二
年
前
期
の
五
か
月
の

間
だ
け
で
、
こ
れ
ま
で
導
入
し
た
太
陽
光
発
電
お
よ
び
風
力
発
電

と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
お
か
げ
で
五
〇
〇

億
米
ド
ル
規
模
の
化
石
燃
料
の
輸
入
を
回
避
で
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。も
し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
導
入
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

消
費
者
、
経
済
、
環
境
に
と
っ
て
、
も
っ
と
悪
い
状
況
に
な
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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1
�
は
じ
め
に

今
、
干
ば
つ
や
洪
水
な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
っ
て
多
く
の
人
の

命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
干
ば
つ
が
続
く
東
部
ア
フ
リ
カ
三

ヵ
国（
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ソ
マ
リ
ア
、
ケ
ニ
ア
）は
深
刻
で
、
現
地
に

入
っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、「
四
八
秒
に
一
人
が
飢
餓
で
死
亡
」
と

報
告
し
て
い
る
（O

xfam
and

Save
the
C
hildren

2022
）。

こ
の
よ
う
な
異
常
気
象
は
世
界
の
多
く
の
地
域
で
見
ら
れ
、
飢
餓

と
大
量
の
避
難
民
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
で
、
様
々
な
紛
争
に
も
結

び
つ
い
て
い
る
。

気
候
変
動
は
安
全
保
障
問
題
に
関
わ
る
気
候
危
機
と
い
う
言
葉

で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、
前
述
し
た

よ
う
な
世
界
の
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
な
ん
と
か
変

え
る
た
め
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
で
あ
る
グ
レ
タ
・

ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
「
未
来
の
た
め
の

金
曜
日（Fridays

for
Future

）」
や
米
国
の
若
者
を
中
心
と
し

た
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る「
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
（Sunrise

M
ovem

ent

）」
な
ど
、
世
界
中
の
若
者
が
政
府
の
気
候
変
動
対

策
の
遅
れ
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
は
コ
ロ
ナ
か
ら
の
早
急
な
回
復
を
め
ざ
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
少
な
か
ら
ぬ
人
が
、
た
だ
単
純
に
昔
に
戻
る
の
で

は
な
く
、
昔
よ
り
良
い
社
会
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
一

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
以
下
、
再
エ
ネ
）

と
省
エ
ネ
を
進
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ

バ
リ
ー（
緑
の
回
復
）お
よ
び
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
だ
。

こ
の
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
と
い
う
言
葉
は
、
二
〇
二
〇
年

四
月
頃
か
ら
、
欧
米
の
研
究
者
や
国
際
機
関
が
使
い
始
め
た
。
彼

脱
炭
素
と
脱
原
発
の
両
立
を
め
ざ
す「
レ
ポ
ー
ト
2
0
3
0
」

東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
・
同
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
教
授

明
日
香
壽
川
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ら
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
の
際
の
ブ
ラ
ウ
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇

〇
九
年
に
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
は
一
％
減
少
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
〇
年
は
四
・
五
％
増
加
し
、
そ
の
後
の
五
年

間
平
均
は
年
二
・
四
％
増
加
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
景
気
回
復
策
に

よ
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
は
リ
バ
ウ
ン
ド
し
て
し
ま
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
雇
用
創
出
や
景
気
回
復
を
達
成
し
つ
つ
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
の
リ
バ
ウ
ン
ド
も
防
ぎ
、
再
エ
ネ
と
省
エ
ネ
を
中

心
と
し
て
、
気
候
変
動
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
よ
う
な
危
機
に
対
し

て
強
靭
性
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
持
つ
社
会
も
作
る
と
い
う
の
が

グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
あ
る
い
は
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
の
狙
い
で
あ
る
（
本
稿
で
は
、
両
者
を
同
じ
意
味
で
用
い
、
以

下
で
は
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
略
称
す
る
）。

し
か
し
、
現
在
の
日
本
政
府
の
気
候
変
動
政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
旧
態
依
然
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
同
じ
く
化
石
燃
料
お
よ

び
原
発
に
依
存
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
も
の

だ
。
二
〇
二
二
年
後
半
か
ら
の
政
府
に
よ
る
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
は
、

原
発
新
増
設
や
運
転
期
間
延
長
な
ど
、
東
日
本
大
震
災
前
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
へ
の
回
帰
を
よ
り
鮮
明
に
し
て
い
る
。

2
�
レ
ポ
ー
ト
2
0
3
0
と
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

以
下
で
は
、
最
近
の
話
題
に
つ
い
て
も
触
れ
な
が
ら
、
筆
者
が

関
わ
る
研
究
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
未
来
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

研
究
グ
ル
ー
プ
が
二
〇
二
一
年
に
発
表
し
た
「
レ
ポ
ー
ト
二
〇
三

〇
：
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
と
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」（
以

下
で
は
レ
ポ
ー
ト
二
〇
三
〇
）
お
よ
び
明
日
香
（
二
〇
二
一
）
な

ど
を
紹
介
す
る
。

レ
ポ
ー
ト
二
〇
三
〇
の
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
Ｇ

Ｒ
戦
略
の
特
徴
は
、
二
〇
三
〇
年
に
石
炭
火
力
ゼ
ロ
と
原
発
ゼ
ロ

を
想
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
電
気
代
の
上
昇
や

電
力
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
問
題
な
く
、
逆
に
雇
用
創
出
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
支
出
削
減
額
な
ど
の
経
済
効
果
が
あ
る
こ
と
を
定
量
的
に
示
し

て
い
る
。

下
記
で
は
、
論
点
毎
に
、
二
〇
二
一
年
に
政
府
が
策
定
し
た
第

六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
以
下
、
エ
ネ
基
）
に
基
づ
く
政
府

シ
ナ
リ
オ
と
比
較
し
な
が
ら
、
代
替
案
と
し
て
の
Ｇ
Ｒ
戦
略
の
要

点
や
エ
ネ
基
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

⑴
原
子
力

政
府
の
エ
ネ
基
で
は
原
発
割
合
が
二
〇
〜
二
二
％
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
原
発
依
存
度
を
低
減
」
と
い
う
エ
ネ
基

の
中
に
あ
る
言
葉
と
整
合
し
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
再
稼
働

し
た
原
子
炉
は
一
〇
基
で
あ
り
、
未
稼
働
の
一
七
基
を
あ
わ
せ
た

二
七
基
が
稼
働
し
、
か
つ
八
〇
％
と
い
う
高
い
設
備
利
用
率
の
実

現
を
想
定
し
て
よ
う
や
く
二
〇
〜
二
二
％
と
な
る
。
し
か
も
、
六

脱炭素と脱原発の両立をめざす「レポート2030」����������������

２３



〇
年
運
転
の
許
可
が
必
要
な
原
子
炉
が
八
基
含
ま
れ
て
い
る
。
一

方
、
前
述
の
よ
う
に
レ
ポ
ー
ト
二
〇
三
〇
の
Ｇ
Ｒ
戦
略
で
は
二
〇

三
〇
年
に
石
炭
火
力
ゼ
ロ
、
原
発
ゼ
ロ
を
想
定
し
て
い
る
。

な
お
、
二
〇
二
二
年
九
月
二
日
、
岸
田
首
相
は
政
府
の
温
暖
化

対
策
に
関
す
る
会
議
に
お
い
て
「
原
発
の
新
増
設
」
の
必
要
性
を

表
明
し
た
。
背
景
に
は
、
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
、
韓
国
の
政
権
交

代
、
戦
争
、
ド
イ
ツ
の
状
況
、
電
力
需
給
バ
ラ
ン
ス
問
題
、
三
年

間
国
政
選
挙
な
し
、
な
ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
短

期
の
話
と
中
長
期
の
話
が
混
合
し
て
お
り
、
首
相
が
推
進
す
る
と

い
う
「
次
世
代
革
新
炉
」
と
い
う
の
も
、
革
新
軽
水
炉
な
の
か
小

型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
な
の
か
曖
昧
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
官
邸

と
永
田
町
・
霞
ヶ
関
の
原
発
推
進
派
の
判
断
だ
と
思
わ
れ
、
本
気

か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
関
連
予
算
確
保
や
業
界
維
持
な
ど
に
は

必
要
な
の
だ
ろ
う
。

⑵
再
エ
ネ

エ
ネ
基
の
再
エ
ネ
電
力
割
合
は
二
〇
三
〇
年
に
三
六
〜
三
八
％

で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
と
同
じ
く
電
力
融
通
が
容
易
で
は
な
い

孤
立
系
統
で
あ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ス
ペ
イ
ン
は
、
二
〇
三
〇
年

に
そ
れ
ぞ
れ
七
〇
％
と
七
四
％
を
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。
図
1
が

示
し
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
国
が
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇

年
ま
で
の
間
に
再
エ
ネ
割
合
を
増
や
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
は

増
や
す
努
力
を
明
ら
か
に
怠
っ
た
と
言
え
る
。

図1 世界の再エネ電力割合（1990～2020）

出典：英国石油統計2021年版から作成
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太
陽
光
発
電
に
関
し
て
、
Ｇ
Ｒ
戦
略
と
政
府
の
エ
ネ
基
は
、
最

終
的
に
は
ほ
ぼ
同
じ
二
〇
三
〇
年
導
入
量
（
一
〇
〇
Ｇ
Ｗ
）
に
な

っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｒ
戦
略
は
太
陽
光
発
電
協
会
の
比
較
的
に
保
守
的

な
想
定
値
を
使
っ
て
お
り
、
現
状
を
考
え
る
と
、
よ
り
大
幅
な
導

入
は
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
屋
根
上
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置

の
拡
大
や
ソ
ー
ラ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
拡
大
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
屋
根
上
や
農
地
・
耕
作
放
棄
地
以
外
に
も
設
置
場
所
は
あ

る
。
た
と
え
ば
、
日
本
に
お
け
る
立
地
未
決
定
産
業
用
地
は
四
・

六
万
ha
で
あ
り
、
五
〇
％
を
転
用
す
れ
ば
一
五
Ｇ
Ｗ
増
加
で
き

る
。
ま
た
荒
廃
農
地
は
二
八
・
四
万
ha
で
あ
り
、
同
じ
く
五
〇
％

転
用
で
約
九
五
Ｇ
Ｗ
増
加
と
な
る
（
瀬
川
二
〇
二
一
）。
す
な
わ

ち
、
こ
の
よ
う
な
土
地
で
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
。

風
力
発
電
に
関
し
て
、
Ｇ
Ｒ
戦
略
で
は
、
日
本
風
力
発
電
協
会

の
「
風
力
発
電
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
け
る
「
堅
実
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」
の
数
値
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
エ
ネ
基

よ
り
数
割
大
き
い
。

現
在
、
再
エ
ネ
、
特
に
事
業
用
ソ
ー
ラ
ー
で
あ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
や
森
林
破
壊
に
つ
な
が
る
大
型
風
力
発
電
に
対
す
る
様
々
な
批

判
が
噴
出
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
に
よ
る

環
境
破
壊
は
問
題
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
形
の
再
エ
ネ
導
入
は
好

ま
し
く
な
い
。
Ｇ
Ｒ
戦
略
も
、
大
規
模
な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
更
な

る
導
入
は
想
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
太
陽
光
発
電
に
関
す
る

批
判
の
多
く
が
誤
解
あ
る
い
は
意
図
的
に
再
エ
ネ
の
価
値
を
貶
め

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
や
誤
解
に
対
し
て
、
新
築
家
屋
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
屋
根
上
設
置
義
務
を
条
例
化
し
た
東
京
都
が
、
太

陽
光
発
電
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
集
を
作
成
し
て
い
る
の
で
参
考
に
さ

れ
た
い
（
東
京
都
二
〇
二
二
）。

⑶
石
炭
火
力

エ
ネ
基
で
は
、
石
炭
火
力
発
電
を
二
〇
三
〇
年
に
お
い
て
も
約

一
九
％
程
度
利
用
す
る
。
こ
の
よ
う
な
国
は
、
多
く
の
国
が
石
炭

火
力
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
を
表
明
す
る
中
、
先
進
国
で
は
日
本
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
東
欧
の
一
部
の
み
で
あ

る
。
一
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
は
、
石
炭
火
力
発
電
の
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
と
同
時
に
、

原
発
ゼ
ロ
あ
る
い
は
原
発
の
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
も
決
め
て
い
る
。

現
在
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
間
の
戦
争
の
影
響
で
、
欧
州
に

お
い
て
は
石
炭
火
力
や
原
発
の
維
持
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
一
部

の
国
の
政
府
は
脱
炭
素
あ
る
い
は
脱
原
発
を
や
む
無
く
後
退
さ
せ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
戦
争
と
い
う
異
常
状
態
に
お
け
る

一
時
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
留
意
す
る
べ
き
だ
。

⑷
省
エ
ネ

政
府
の
エ
ネ
基
で
は
、
産
業
分
野
、
特
に
鉄
鋼
、
化
学
工
業
、

窯
業
土
石
、
紙
パ
ル
プ
な
ど
の
素
材
産
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
率
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が
他
分
野
に
比
較
し
て
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
鉄
鋼

・
セ
メ
ン
ト
・
化
学
工
業
・
製
紙
に
つ
い
て
、経
済
産
業
省
の「
省

エ
ネ
法
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
に
お
け
る
二
〇
二
〇
年
の
「
優
良
工
場

レ
ベ
ル
の
生
産
量
あ
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
」
を
二
〇
三
〇
年

に
業
種
平
均
で
達
成
す
る
よ
う
に
政
策
誘
導
し
て
導
入
す
る
こ
と

を
Ｇ
Ｒ
戦
略
は
提
言
し
て
い
る
。
こ
の「
優
良
工
場
レ
ベ
ル
」は
、

業
種
内
で
偏
差
値
六
〇
レ
ベ
ル
の
位
置
に
あ
る
工
場
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
で
あ
り
、
具
体
的
数
値
を
経
済
産
業
省
が
毎
年
発
表
し
て

い
る
。
偏
差
値
六
〇
レ
ベ
ル
は
達
成
が
困
難
な
レ
ベ
ル
で
は
な

く
、
か
つ
本
来
省
エ
ネ
は
経
済
合
理
的
で
あ
る
た
め
、
適
切
な
情

報
提
供
等
の
政
策
誘
導
が
あ
れ
ば
容
易
に
達
成
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
。

⑸
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

エ
ネ
基
は
火
力
発
電
を
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
炭
素
回

収
・
利
用
・
貯
蔵
）
な
ど
の
利
用
を
う
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

水
素
も
ア
ン
モ
ニ
ア
も
、
現
時
点
で
は
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃

料
か
ら
作
ら
れ
高
価
で
あ
り
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
状
況
が
変
わ

る
見
通
し
は
な
い
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
も
コ
ス
ト
高
か
ら
実
用
化
は
容
易

で
は
な
い
。

3
�
経
済
効
果
お
よ
び
雇
用
転
換

⑴
経
済
効
果

レ
ポ
ー
ト
二
〇
三
〇
で
は
、
発
電
、
産
業
、
交
通
、
民
生
な
ど

を
さ
ら
に
細
か
く
分
け
た
計
一
四
分
野
で
の
投
資
額
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
支
出
削
減
額
、
雇
用
創
出
数
な
ど
の
経
済
効
果
や
健
康
効
果

を
、
産
業
連
関
表
な
ど
を
用
い
て
計
算
し
て
い
る
。
下
記
は
、
そ

の
主
な
結
果
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

投
資
額
：
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
累
積
約
二
〇
二
兆
円
（
民
間
約

一
五
一
兆
円
、
公
的
資
金
約
五
一
兆
円
）、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に

累
積
約
三
四
〇
兆
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
削
減
額
：
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
累
積
約
三
五

八
兆
円
（
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
累
積
約
五
〇
〇
兆
円
）

雇
用
創
出
数
：
二
〇
三
〇

年
ま
で
に
約
二
五
四
四
万
人
年

（
年
間
約
二
五
四
万
人
の
雇
用
が
一
〇
年
間
維
持
）

Ｇ
Ｄ
Ｐ
効
果
：
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
累
積
二
〇
五
兆
円
（
政
府

予
測
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
増
加
額
）

大
気
汚
染
に
よ
る
死
亡
の
回
避
：
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
Ｐ
Ｍ
2

・
5
曝
露
に
よ
る
二
九
二
〇
人
の
死
亡
を
回
避

図
1
は
、
レ
ポ
ー
ト
二
〇
三
〇
の
Ｇ
Ｒ
戦
略
に
お
け
る
投
資
額

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
削
減
額
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
シ
ナ
リ
オ
の
経
済
合
理
性
を
示
し
て
い
る
。

���������������� 脱炭素と脱原発の両立をめざす「レポート2030」

２６



⑵
雇
用
転
換

図
2
は
、
日
本
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
よ
る
雇
用
転
換
の
イ

メ
ー
ジ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

レ
ポ
ー
ト
二
〇
三
〇
の
推
定
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
で
影
響

を
受
け
る
方
の
現
在
の
雇
用
数
は
、
六
大
Ｃ
Ｏ
2
排
出
産
業
一
五

〇
、
四
〇
二
人
と
原
子
力
発
電
四
八
五
三
八
人
（
日
本
原
子
力
産

業
協
会
）
の
総
和
で
あ
る
約
二
〇
万
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
規

雇
用
の
方
は
Ｇ
Ｒ
戦
略
で
の
投
資
額
か
ら
産
業
連
関
表
で
計
算
し

た
将
来
の
推
算
値
で
あ
る
（
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
年
間
約
二
五
四

万
人
の
雇
用
が
一
〇
年
間
維
持
）。
ま
た
、
国
際
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
関
（IR

EN
A

）
は
、
二
〇
一
九
時
点
で
の
世
界
全
体

の
再
エ
ネ
産
業
の
従
業
者
数
は
約
一
二
七
〇
万
人
（
二
〇
一
二
年

と
比
べ
五
割
以
上
増
加
）、
二
〇
一
九
年
の
日
本
で
の
再
エ
ネ
産

業
従
業
者
数
は
約
二
七
万
人
と
し
て
い
る
（IR

EN
A

二
〇
二

〇
）。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
雇
用
数
と
将
来
の
推
算
値
と
を
単
純

に
比
較
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
と
い
う
議
論
は
可
能
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
図
2
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
や
「
二
〇
五
〇

年
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
が
雇
用
面
で
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
か
の
イ
メ
ー
ジ
や
規
模
感
を
掴
む
こ
と
は
可
能
だ
と
思

わ
れ
る
。

雇
用
転
換
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
し

て
は
、
失
業
対
策
（
社
会
保
障
、
職
業
紹
介
、
職
業
訓
練
、
金
銭

補
償
）、
住
宅
・
教
育
対
策
、
地
域
に
お
け
る
新
た
な
雇
用
の
創

図1 エネルギー支出削減と対策設備投資（2021～2030年までの累積額）
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出
、
低
所
得
者
の
た
め
の
特
別
制
度
（
例
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
チ
ェ

ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
、
自
動
車
な
ど
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
地
方
居

住
者
や
低
所
得
者
に
対
し
て
一
律
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
金
を
払
う

制
度
）、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
日
本
も

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
期
を
経
験
し
た
。
す
な
わ
ち
、
石
炭
か

ら
石
油
へ
の
流
れ
の
中
、
多
く
の
炭
鉱
閉
鎖
に
よ
っ
て
、
二
〇
万

人
以
上
の
雇
用
が
失
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の

時
代
を
、
日
本
は
、
政
府
、
労
働
、
使
用
者
の
協
力
で
乗
り
越
え

た
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
炭
鉱
労
働
者
の
離
職
や
産
炭

地
振
興
に
関
す
る
「
臨
時
措
置
法
」
や
「
雇
用
対
策
法
」
が
制
定

さ
れ
、
雇
用
促
進
住
宅
や
職
業
訓
練
、
手
当
支
給
、
年
金
上
積
等

が
実
施
さ
れ
た
。
一
方
で
、
炭
坑
閉
鎖
を
巡
っ
て
様
々
な
問
題
も

発
生
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

現
在
、
例
え
ば
運
輸
部
門
だ
け
を
見
て
も
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

を
含
め
た
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
製
造
・
販
売
禁
止
お
よ
び
電
気
自

動
車
の
普
及
拡
大
に
関
す
る
世
界
的
な
動
き
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
は
予
想
以
上
の
速
さ
で
進
展
し
て
い
る
。
再
エ
ネ
電
力
の
使

用
を
自
社
だ
け
で
な
く
下
請
け
企
業
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

企
業
に
対
し
て
も
要
求
す
る
世
界
企
業
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
否
応
な
く
変
化
し
て
お
り
、
生
き
残

っ
て
い
く
た
め
に
企
業
は
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
日

本
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
伴
う
雇
用
転
換
に
関
し
て
、
政
府
も

図2 日本でのエネルギー転換による雇用転換のイメージ図
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企
業
も
、
あ
え
て
議
論
し
な
い
風
潮
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
二

〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
で
も
雇
用
転
換
に
対

し
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
も
含
め
た
多
く
の
利
害
関
係
者
と
共

に
、
具
体
的
な
制
度
設
計
を
早
急
に
決
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

図
2
は
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を
喚
起
す
る
た
め
に
作
成
し
た
。

4
�
最
後
に

Lovins

（
二
〇
二
二
）
に
よ
る
と
、
二
〇
二
〇
年
に
世
界
で
は

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
二
億
七
、
八
三
〇
万
ｋ
Ｗ
（
水
力
発
電
を
除

く
と
二
億
五
、
七
〇
〇
万
ｋ
Ｗ
）
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
年
に

導
入
さ
れ
た
原
子
力
発
電
の
七
八
二
倍
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｅ
Ａ

は
、
世
界
全
体
で
二
〇
二
六
年
ま
で
の
今
後
五
年
間
で
追
加
さ
れ

る
電
源
の
九
五
％
は
再
エ
ネ
で
半
分
は
太
陽
光
と
推
定
し
て
お
り

（IE
A

二
〇
二
一
）、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
二
〇
二
一
年
の
一
年
間

で
一
〇
万
件
の
屋
根
上
太
陽
光
パ
ネ
ル
（
一
〇
Ｇ
Ｗ
：
原
発
約
一

〇
基
分
）
が
導
入
さ
れ
た
。

日
本
で
温
暖
化
問
題
に
深
く
関
わ
る
人
に
と
っ
て
、
日
本
の
国

民
や
政
府
の
気
候
危
機
に
対
す
る
認
識
は
ま
だ
ま
だ
乏
し
い
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
⑴
な
ん
と
な
く
多
く
の
人
が
、
温
暖
化
問
題

は
遠
い
先
の
話
、
あ
る
い
は
米
国
、
中
国
、
途
上
国
な
ど
が
対
策

を
や
れ
ば
い
い
話
だ
と
考
え
て
い
る
、
⑵
同
じ
く
多
く
の
人
が
、

再
エ
ネ
は
高
く
て
、
省
エ
ネ
は
無
理
で
、
電
力
供
給
に
は
原
発
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
、
の
二
つ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
え

に
、内
容
が
伴
わ
な
い
言
葉
だ
け
の「
二
〇
五
〇
年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
」

な
ど
大
量
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
が
溢
れ
て
い
る
の
に
、
国
民

が
そ
れ
を
深
く
追
求
し
た
り
批
判
し
た
り
し
な
い
。
国
民
が
そ
う

だ
か
ら
、
政
府
や
企
業
も
議
論
や
判
断
を
先
送
り
し
、
今
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
維
持
す
る
こ
と
に
疑
問

や
罪
悪
感
を
持
た
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
を
中
心
と
す
る
気
候
変
動
対

策
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
、
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
な
い
と
、

日
本
で
の
気
候
変
動
対
策
が
前
に
進
ま
な
い
。
ゆ
え
に
、
私
た
ち

の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
な
日
本
全
体
の

グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
案
を
、
政
府
案
に
対
す
る
具
体
的

な
代
替
案
と
し
て
提
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
政

治
団
体
が
私
た
ち
の
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
案
を
自
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
政
策
に
取
り
入
れ
て
く
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
⑴
県
や
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
案
を
多
く
の
地
域
で
作
成
す
る
、
⑵
化
石
燃
料
価
格
高
騰

な
ど
の
最
新
の
状
況
を
考
慮
し
て
数
値
な
ど
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す

る
、
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
努
力
に
よ
っ
て
日
本

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
温
暖
化
政
策
の
議
論
に
貢
献
で
き
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

世
界
各
国
で
も
日
本
で
も
、
こ
こ
数
年
甚
大
な
気
候
災
害
が
頻

発
し
、
気
候
危
機
を
実
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
世
界
の
気
温
上
昇
を
一
・
五
℃
に
抑
え
る
挑
戦
の
た
め
に
は

化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
は
避
け
ら
れ
な
い
。
同
時
に
、
コ
ス
ト
の

上
昇
に
加
え
将
来
世
代
へ
の
リ
ス
ク
の
押
し
付
け
な
ど
倫
理
的
な

観
点
か
ら
も
、
原
子
力
か
ら
も
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
な
れ
ば
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
第
一
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
以
下
再
エ
ネ
）
を
中
心
と
す
る
社
会
に
、
一
刻
も
早
く
方
向
転

換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
再
エ
ネ
の
導
入
は
、
二
〇
一
二
年
の

固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
）
の
開
始
以
降
、
大
き
く
進

ん
で
い
る
。
二
〇
二
一
年
度
に
は
発
電
電
力
量
の
約
二
一
％
と
、

東
日
本
大
震
災
前
の
二
倍
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
残
念

な
が
ら
、
大
規
模
な
森
林
伐
採
や
環
境
社
会
影
響
の
大
き
い
燃
料

輸
入
に
よ
る
計
画
な
ど
、
問
題
の
あ
る
再
エ
ネ
開
発
も
同
時
に
行

わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
各
地
で
疑
問
や
反
対
の
声
も
起
こ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
再
エ
ネ
開
発
の
問
題
の
あ
る
側
面
や
政
策
の
あ
り

方
を
概
観
し
、
今
後
目
指
す
べ
き
方
向
を
展
望
し
た
い
。

1
�
問
題
の
あ
る
再
エ
ネ
開
発
の
状
況

⑴
山
林
を
切
り
開
く
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開
発

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
開
始
し
た
当
初
、
二
〇
一
二
年
度
の
太
陽
光
発

電
（
一
〇
ｋ
Ｗ
以
上
）
の
買
取
価
格
は
四
〇
円
、
二
〇
一
三
年
度

も
三
六
円
だ
っ
た
。
高
い
買
取
価
格
を
背
景
に
、
大
規
模
な
太
陽

光
発
電
（
い
わ
ゆ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
の
計
画
が
各
地
に
一
斉
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
と
そ
の
克
服

吉
田
明
子

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

Ｆ
ｏ
Ｅ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
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広
が
っ
た
。
大
手
企
業
に
加
え
新
規
参
入
企
業
や
海
外
企
業
ま
で

が
、
日
本
全
国
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
適
地
を
探
し
、
計
画
を
始
め

た
。
累
積
導
入
量
（
ｋ
Ｗ
）
で
見
る
と
、
太
陽
光
発
電
が
圧
倒
的

に
多
い
（
図
1
）。

そ
の
結
果
、
山
林
を
開
発
す
る
よ
う
な
計
画
も
多
数
持
ち
上
が

り
、
周
辺
住
民
や
自
治
体
に
よ
る
反
対
が
起
き
る
こ
と
と
な
っ

た
。
経
済
産
業
省
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
二
〇
二
〇
年

度
ま
で
の
累
計
は
件
数
で
約
一
万
三
千
件
、
面
積
で
約
一
万
九
千

ha
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
ｉ
。

反
対
や
ト
ラ
ブ
ル
の
理
由
に
は
い
く
つ
か
あ
る
。
大
規
模
な
計

画
に
つ
い
て
は
、
森
林
伐
採
に
よ
る
里
山
の
喪
失
な
ど
自
然
環
境

や
景
観
へ
の
影
響
、
保
水
力
の
低
下
や
土
地
造
成
な
ど
に
よ
る
下

流
域
の
土
砂
災
害
へ
の
懸
念
、
湧
水
な
ど
水
源
へ
の
影
響
の
恐
れ

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
豪
雨
災
害
な
ど
で
太
陽
光

発
電
が
崩
落
し
た
り
、
周
辺
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
り
す
る
事

例
も
起
こ
っ
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ご
ろ
の
価
格
が
高
い
と
き
に
Ｆ

Ｉ
Ｔ
認
定
を
取
得
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
価
格
低
下
な
ど
を
待
っ

て
工
事
の
着
工
が
先
延
ば
し
さ
れ
る
事
例
も
多
く
見
ら
れ
、「
未

稼
働
案
件
」
と
呼
ば
れ
て
問
題
視
さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
一
二
月

に
は
、
運
転
開
始
期
限
が
設
け
ら
れ
、
未
稼
働
案
件
の
買
取
価
格

は
認
定
当
初
の
も
の
で
は
な
く
稼
働
開
始
時
期
に
合
わ
せ
て
修
正

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
は
、
運
転

図1 日本国内の再エネ発電設備（大規模水力を除く）の累積導入量の推移

出典：環境エネルギー政策研究所
https://www.isep.or.jp/archives/library/14041
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開
始
期
限
を
過
ぎ
る
案
件
に
つ
い
て
は
認
定
が
取
り
消
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

長
野
県
諏
訪
市
で
計
画
さ
れ
て
い
た
約
九
〇
Ｍ
Ｗ
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
計
画
は
、
二
〇
一
五
年
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
を
受
け
て
い
た
も
の

だ
っ
た
が
、
同
年
制
定
さ
れ
た
長
野
県
の
環
境
影
響
評
価
条
例
の

対
象
と
な
っ
た
。
地
元
で
の
多
く
の
反
対
の
声
や
環
境
影
響
評
価

過
程
で
の
厳
し
い
指
摘
が
あ
っ
て
計
画
は
大
き
く
遅
れ
、
諏
訪
市

長
や
隣
接
の
茅
野
市
長
か
ら
も
厳
し
い
意
見
が
あ
っ
た
。
加
え
て

買
取
価
格
の
低
下
も
一
因
と
な
っ
て
二
〇
二
一
年
、
事
業
計
画
が

撤
回
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
諏
訪
市
の
事
例
も
そ
う
で
あ
る
が
、
周
辺
や
近
隣
の
住
民

が
強
く
反
対
し
つ
つ
も
、
直
接
の
地
権
者
は
高
齢
と
な
っ
て
山
林

の
管
理
が
で
き
ず
に
事
業
者
に
売
却
も
し
く
は
事
業
に
同
意
す
る

と
い
う
状
況
が
多
く
見
ら
れ
る
。
山
林
の
管
理
が
地
権
者
に
任
さ

れ
て
お
り
、
自
治
体
や
地
域
で
と
も
に
考
え
て
い
く
と
い
う
体
制

に
な
っ
て
い
な
い
実
情
が
垣
間
見
え
る
。

一
方
、
中
小
規
模
の
も
の
で
も
ト
ラ
ブ
ル
は
起
こ
り
う
る
。
民

家
に
近
い
場
所
で
の
反
射
光
の
問
題
や
、
標
識
や
柵
な
ど
の
設
置

不
備
、
不
適
切
な
管
理
な
ど
に
よ
る
も
の
だ
。
経
済
産
業
省
が
二

〇
一
六
年
か
ら
二
〇
二
二
年
に
か
け
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
設
置
し

て
い
た
問
題
の
あ
る
再
エ
ネ
に
関
す
る
情
報
提
供
フ
ォ
ー
ム
で

も
、
寄
せ
ら
れ
た
八
五
〇
件
の
相
談
の
う
ち
九
割
以
上
が
太
陽
光

発
電
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
ⅱ
。

こ
の
よ
う
な
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
を
受
け
て
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で

先
行
し
て
太
陽
光
発
電
の
設
置
を
規
制
し
た
り
抑
制
し
た
り
す
る

条
例
の
制
定
が
進
ん
だ
ⅲ
。
都
道
府
県
で
は
兵
庫
県
、
和
歌
山
県
、

岡
山
県
、
山
梨
県
、
山
形
県
、
宮
城
県
で
す
で
に
制
定
さ
れ
、
市

町
村
で
は
大
分
県
由
布
市
と
岩
手
県
遠
野
市
が
二
〇
一
四
年
度
制

定
で
先
行
し
そ
の
後
多
く
の
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
。

⑵
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄
問
題

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄
問
題
も
、
普
及
に
関
す
る
課
題
と
し
て

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
法
定
耐
用
年
数
は
一

七
年
、
ま
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
買
取
期
間
は
二
〇
年
で
あ
る
。
二
〇

一
二
年
以
降
大
き
く
増
え
た
太
陽
光
発
電
が
、
二
〇
三
〇
年
代
か

ら
二
〇
四
〇
年
代
に
か
け
て
大
量
に
廃
棄
さ
れ
、
最
終
処
分
場
が

圧
迫
さ
れ
る
恐
れ
な
ど
が
報
道
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
三
〇

年
、
四
〇
年
発
電
を
続
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
買

取
期
間
二
〇
年
で
撤
去
・
廃
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け

長
く
使
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
ま
た
、
発
電
を
終
了
し
た
際

に
も
、
適
切
に
廃
棄
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
議
論
に
よ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
中
で
太
陽
光
発
電
事
業

者
に
廃
棄
費
用
の
積
み
立
て
を
義
務
づ
け
る
こ
と
と
な
り
、
二
〇

二
二
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

リ
ユ
ー
ス
や
リ
サ
イ
ク
ル
も
行
わ
れ
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル

は
、
ア
ル
ミ
枠
、
ガ
ラ
ス
、
金
属
類
な
ど
と
分
解
す
れ
ば
可
能
で
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あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
の
数
も
増
え
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

技
術
や
体
制
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も
今
後
重
要
で
あ
る
。

⑶
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
持
続
可
能
な
あ
り
方

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
な
再
エ

ネ
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
伐
採
し
燃
焼
さ
せ
た
分
の
木
材

等
を
数
十
年
か
け
て
森
林
に
再
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
想

定
に
立
っ
た
も
の
だ
。
し
か
し
現
実
に
は
大
規
模
な
伐
採
地
が
再

生
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
燃
料
の
栽
培
、
加
工
、
輸
送

と
い
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
わ
た
る
Ｃ
Ｏ
二
排
出
を
考
慮
す
れ

ば
、
特
に
燃
料
を
輸
入
す
る
大
規
模
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
か
ら
は
程
遠
い
ⅳ
。

日
本
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
導
入
以
後
増
え
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
は
そ
の
よ
う
な
大
規
模
な
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」
で
、
う

ち
多
く
が
「
一
般
木
材
等
」
を
燃
焼
さ
せ
る
も
の
だ
（
図
2
）。

す
な
わ
ち
間
伐
材
や
建
築
廃
材
以
外
の
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
が
輸

入
の
ペ
レ
ッ
ト
や
木
質
チ
ッ
プ
、
パ
ー
ム
系
燃
料
で
あ
る
。
図
3

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ペ
レ
ッ
ト
も
Ｐ
Ｋ
Ｓ
（
パ
ー
ム
椰
子
種
子

殻
）
の
輸
入
量
も
右
肩
上
が
り
が
続
い
て
い
る
。
ペ
レ
ッ
ト
は
ベ

ト
ナ
ム
と
カ
ナ
ダ
が
輸
入
先
の
大
半
を
占
め
、
現
地
で
は
大
規
模

な
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
る
ⅴ
。
Ｐ
Ｋ
Ｓ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ
レ

ー
シ
ア
か
ら
の
輸
入
が
大
半
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
は
、
燃
料
の
生

産
国
で
大
規
模
な
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
つ
な
が
り
、
ま

図2 再生可能エネルギー固定価格買取制度におけるバイオマス発電の稼働・
認定状況

出典：バイオマス白書2023
https://www.npobin.net/hakusho/2022/topix_01.html#column01
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た
Ｐ
Ｋ
Ｓ
は
パ
ー
ム
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
と
つ
な
が
る
。

パ
ー
ム
油
そ
の
も
の
を
燃
や
す
パ
ー
ム
油
発
電
は
さ
ら
に
問
題

が
大
き
い
。
二
〇
一
八
年
頃
に
い
く
つ
か
の
計
画
へ
の
反
対
運
動

な
ど
大
き
な
議
論
が
起
こ
り
、
二
〇
一
九
年
度
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
調
達

価
格
算
定
委
員
会
の
下
に
、「
バ
イ
オ
マ
ス
持
続
可
能
性
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
設
置
さ
れ
た
。
パ
ー
ム
油
の
調
達
に
持
続
可

能
性
基
準
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
実
質
的
に
パ
ー
ム

油
発
電
の
新
設
は
難
し
く
な
っ
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
重
要
な
の
は
、
地
域
の
残
材
利
用
で
あ

る
。
同
時
に
、
熱
供
給
で
の
利
用
を
第
一
と
し
、
発
電
す
る
場
合

に
は
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）
と
す
る
こ
と
だ
。
た

だ
残
材
の
発
生
地
（
中
山
間
地
）
と
熱
需
要
地
（
市
街
地
）
が
離

れ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
理
想
的
な
地
産
地
消
に
は
工
夫
が
必
要

で
あ
る
。
例
え
ば
群
馬
県
上
野
村
で
の
、
村
内
で
の
木
質
ペ
レ
ッ

ト
生
産
と
熱
利
用
、
熱
電
併
給
の
事
例
な
ど
が
あ
る
ⅵ
が
、
今
後

も
地
域
再
生
や
ま
ち
づ
く
り
、
森
林
管
理
の
課
題
と
と
も
に
、
自

治
体
等
の
連
携
に
よ
り
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

⑷
陸
上
風
力
発
電

陸
上
風
力
発
電
に
も
や
は
り
開
発
が
伴
う
た
め
、
大
規
模
な
計

画
で
は
や
は
り
問
題
も
起
こ
っ
て
い
る
。
景
観
、
騒
音
、
な
ど
の

問
題
に
加
え
、
大
企
業
や
海
外
企
業
が
事
業
主
体
と
な
り
、
地
元

へ
の
関
わ
り
が
薄
い
場
合
が
多
い
こ
と
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
。
象

図3 PKSおよび木質ペレット輸入量の推移

出典：バイオマス白書2023
https://www.npobin.net/hakusho/2022/topix_01.html#column01
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徴
的
な
例
で
は
、山
形
県
鶴
岡
市
の
修
験
道
の
聖
地「
出
羽
三
山
」

地
域
の
風
力
発
電
計
画
が
あ
っ
た
。
山
間
に
約
四
〇
基
の
風
力
発

電
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
が
、
二
〇
二
〇
年
に
日
本
山
岳
修
験
学

会
や
周
辺
住
民
な
ど
の
強
い
反
対
に
よ
り
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ

て
か
ら
わ
ず
か
一
か
月
余
り
で
白
紙
撤
回
さ
れ
た
。

他
方
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
以
前
に
比
較
的
小
規
模
に
つ
く
ら
れ
て
い

た
風
力
発
電
で
は
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
ち
づ
く
り
や
観
光

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
事
例
も
み
ら
れ
る
。
核
の
ご
み
文
献
調
査

受
け
入
れ
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
北
海
道
寿
都
町
の
風
力
発
電
も

そ
の
よ
う
な
例
だ
。
地
元
自
治
体
が
計
画
策
定
に
参
加
し
、
収
益

が
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

2
�
乱
開
発
を
防
ぎ
、
地
域
に
根
差
し
た
再
エ
ネ
を
促
進

す
る
た
め
に

⑴
国
レ
ベ
ル
で
の
議
論

様
々
な
再
エ
ネ
開
発
の
問
題
・
課
題
を
経
て
よ
う
や
く
、
環
境

社
会
影
響
に
配
慮
し
地
域
に
根
差
し
た
再
エ
ネ
の
あ
り
方
を
よ
り

明
確
化
す
る
方
向
と
な
っ
て
い
る
。

国
レ
ベ
ル
で
も
こ
こ
数
年
で
様
々
な
議
論
が
起
こ
り
、
対
策
等

の
動
き
が
あ
る
。
二
〇
一
七
年
度
の
改
正
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
で
は
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
努
力
義
務
と
さ
れ
、
加
え
て
電
源
種

ご
と
に
遵
守
す
べ
き
事
項
や
推
奨
事
項
を
定
め
た
事
業
計
画
策
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
た
。
ま
た
風
力
発
電
は
二
〇
一
三
年

度
か
ら
、
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
は
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
環
境
影

響
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
に
は
「
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
農
山
漁
村
再
エ
ネ
法
）
が
施
行
さ
れ
た
。
再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
い
農
山
漁
村
で
、
市
町
村
が
協
議
会
を
設
置
し
て
合
意
形

成
を
図
り
な
が
ら
再
エ
ネ
の
導
入
促
進
を
図
り
、
ま
た
売
電
収
益

の
一
部
を
市
町
村
に
還
元
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。

環
境
省
で
は
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
に
改
定
し
た
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
で
、
市
町
村
が
「
区
域
内
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
促
進
し
得
る
場
所
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
し
、
積
極
的
に

位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
。
こ
の
中
で
、
土
砂
災
害
や

自
然
環
境
等
へ
の
配
慮
や
地
域
の
合
意
形
成
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
は
、
燃
料
の

大
半
は
地
元
産
の
、
こ
れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
未
利
用

材
の
有
効
利
用
で
あ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

資
源
調
達
か
ら
需
要
先
の
確
保
ま
で
の
連
携
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

が
必
要
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
自
治
体
の
関
与
が
期
待
さ
れ
る
。

経
済
産
業
省
で
も
二
〇
二
二
年
度
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
適
正
な
導
入
及
び
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
が
開
か
れ
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
再
エ
ネ
開
発
に
つ
い
て

土
地
開
発
前
、
土
地
開
発
後
か
ら
運
転
開
始
後
・
運
転
中
、
廃
止
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・
廃
棄
の
各
段
階
お
よ
び
横
断
的
事
項
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
で
課
題
や
取
り
組
み
を
ま
と
め
、
地
域
と
共
生
す
る
再
エ
ネ

の
促
進
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

⑵
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
挑
戦
と
再
エ
ネ

さ
ら
に
、二
〇
一
九
年
以
降
の「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

の
波
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
の
国
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
は
、
今
後
地
域
で
の
再
エ
ネ
導
入
の
追
い
風
に
な
る
だ

ろ
う
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
た
自
治
体
は
、
二
〇
三

〇
年
、
二
〇
五
〇
年
に
向
け
た
政
策
を
真
剣
に
考
え
始
め
て
い

る
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
前
提
に
、
地
域
内
で
ど
の
よ
う
に
再
エ
ネ

を
増
や
し
て
い
く
か
、
具
体
的
な
検
討
が
必
要
と
な
る
。
環
境
省

も
、
二
〇
二
一
年
六
月
に
策
定
し
た
「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
に
基
づ
い
て
一
〇
〇
ヶ
所
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
を
募
っ

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
を
設
定
す
る
な
ど
、

後
押
し
す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
る
。

宣
言
か
ら
一
歩
進
ん
だ
具
体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
は
、

長
野
県
が
二
〇
二
一
年
に
策
定
し
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
」
が

先
進
的
で
あ
る
。
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を

七
割
削
減
し
、
再
エ
ネ
生
産
量
は
電
気
と
熱
利
用
合
わ
せ
て
約
二

・
五
倍
に
す
る
と
い
う
。そ
の
た
め
に
、太
陽
光
発
電
や
小
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
、
太
陽
熱
利
用
な
ど
の
導
入
目
安
を
示
し
て
い
る
。

地
域
と
共
生
し
、
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
に
そ
れ
を
目
指
し
て
い
く
の
か
、
今
後
市
町
村
単
位
で
の
検
討

も
進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

⑶
最
優
先
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
太
陽
光
発
電

自
然
環
境
を
破
壊
し
な
い
再
エ
ネ
と
し
て
、
最
優
先
で
進
め
ら

れ
る
べ
き
は
住
宅
や
建
築
物
へ
の
太
陽
光
発
電
の
設
置
で
あ
る
。

二
〇
二
一
年
度
の
第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、
二
〇
三

〇
年
度
に
新
築
戸
建
住
宅
の
約
六
割
に
太
陽
光
発
電
設
置
、
二
〇

五
〇
年
に
は
導
入
が
合
理
的
な
住
宅
・
建
築
物
に
は
太
陽
光
発
電

導
入
が
一
般
的
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
さ
れ
た
。
自
治
体
レ
ベ

ル
で
は
二
〇
二
二
年
一
二
月
に
東
京
都
で
初
め
て
、
大
手
住
宅
メ

ー
カ
ー
へ
の
住
宅
の
太
陽
光
発
電
導
入
義
務
づ
け
が
条
例
と
し
て

可
決
さ
れ
た
。
川
崎
市
で
も
類
似
の
太
陽
光
発
電
設
置
義
務
化
が

進
ん
で
お
り
、
今
後
さ
ら
に
広
が
る
だ
ろ
う
。

次
に
優
先
す
べ
き
は
工
場
や
、
道
路
わ
き
、
最
終
処
分
場
、
駐

車
場
な
ど
す
で
に
開
発
さ
れ
た
土
地
、
そ
し
て
耕
作
放
棄
地
や
農

地
で
あ
る
。
環
境
省
の
再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
で
は
、
そ
の

よ
う
な
太
陽
光
発
電
に
加
え
、
陸
上
・
洋
上
の
風
力
発
電
を
中
心

と
し
て
、
現
在
の
発
電
電
力
量
の
約
二
倍
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ

る
と
し
て
い
る
（
図
4
）。

⑷
自
治
体
・
地
域
新
電
力
も
プ
レ
イ
ヤ
ー
に

地
域
に
根
差
し
た
再
エ
ネ
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
自
治
体
新
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電
力
な
ど
の
小
売
電
気
事
業
者
も
重
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
一
つ
で

あ
る
。
二
〇
一
六
年
度
か
ら
の
電
力
小
売
全
面
自
由
化
を
契
機

に
、
多
く
の
新
電
力
が
立
ち
上
が
っ
た
が
、
自
治
体
が
出
資
・
関

与
す
る
自
治
体
新
電
力
の
登
場
も
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。
地
域

の
再
エ
ネ
を
活
用
し
て
地
域
で
販
売
す
る
モ
デ
ル
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
モ
デ
ル
に
行
き
つ
く
ま
で
に
、

現
在
ま
だ
課
題
が
多
い
。
最
も
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
は
、
再
エ
ネ
の

電
源
調
達
で
あ
る
。
再
エ
ネ
自
体
が
ま
だ
少
な
く
、
大
規
模
ダ
ム

や
住
宅
用
Ｆ
Ｉ
Ｔ
再
エ
ネ
な
ど
ほ
と
ん
ど
を
大
手
電
力
（
旧
一
般

電
気
事
業
者
）
が
持
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
二
〇
二

一
年
度
後
半
か
ら
二
〇
二
二
年
度
に
か
け
て
電
力
市
場
価
格
の
高

騰
が
現
在
進
行
形
で
襲
い
、
自
治
体
新
電
力
等
に
は
経
営
状
況
の

悪
化
な
ど
甚
大
な
影
響
が
出
て
い
る
。
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
朝
日
新
聞
社
で
二
〇
二
二
年
秋
に
「
自
治
体
・
地
域
新

電
力
の
可
能
性
と
市
場
価
格
高
騰
の
影
響
に
関
す
る
調
査
」
を
行

っ
た
ⅶ
が
、
新
規
受
付
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
声
も
回

答
の
八
割
に
の
ぼ
る
ほ
か
、
意
図
し
て
い
た
地
域
経
済
へ
の
貢
献

が
で
き
な
い
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

一
方
、
市
場
価
格
高
騰
が
地
域
内
で
の
再
エ
ネ
調
達
や
再
エ
ネ

開
発
を
一
層
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
側
面
も
見
え
た
。
自
治
体
に

と
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
価
格
優
位
だ
っ
た
電
力
調
達
に
再
エ
ネ
の

視
点
が
加
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
市
場
価
格
に
左
右

さ
れ
な
い
地
域
の
再
エ
ネ
を
増
や
し
、
火
力
発
電
依
存
を
減
ら
し

図4 発電電力量のポテンシャル

出典：環境省「我が国の再生可能エネルギー導入ポテンシャル」
https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/doc/gaiyou3.pdf
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て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
災
害
対
策
や
化
石
燃
料
価
格
高
騰
へ
の

対
策
に
も
な
る
。
自
治
体
新
電
力
な
ど
が
市
場
価
格
高
騰
危
機
を

乗
り
越
え
、
再
エ
ネ
の
地
産
地
消
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
問
題
の
あ
る
開
発
も
広
が
っ
た

こ
と
で
地
域
で
の
反
対
が
起
こ
り
、
社
会
全
体
に
も
「
再
エ
ネ
に

も
問
題
が
あ
る
、
再
エ
ネ
一
〇
〇
％
は
不
可
能
で
は
」
と
い
う
印

象
も
広
げ
て
い
る
。
再
エ
ネ
乱
開
発
へ
の
反
対
運
動
が
、
一
部
で

は
あ
る
が
再
エ
ネ
自
体
へ
の
反
対
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

再
エ
ネ
一
〇
〇
％
の
社
会
を
本
気
で
目
指
し
て
い
く
た
め
に
は
、

効
率
性
や
コ
ス
ト
を
最
優
先
し
て
大
規
模
で
拙
速
な
事
業
を
行
う

の
で
は
な
く
、
地
域
に
根
差
し
、
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
か
た

ち
で
再
エ
ネ
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
地
元
の
自
治

体
や
住
民
が
事
業
に
参
画
し
、
意
思
決
定
に
参
加
し
た
り
経
済
的

メ
リ
ッ
ト
を
得
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

再
エ
ネ
社
会
を
目
指
す
と
い
う
目
標
を
明
確
に
社
会
全
体
で
共

有
し
て
初
め
て
、
で
は
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
再
エ
ネ
を
増
や
す

の
か
、
自
治
体
も
市
民
も
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
る
必
要
が
生
じ

る
。
今
日
本
の
電
力
供
給
の
七
割
以
上
を
占
め
る
火
力
発
電
を
や

め
て
い
く
た
め
に
も
、
太
陽
光
発
電
と
風
力
発
電
を
中
心
に
、
さ

ら
な
る
設
置
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
の
あ
る

再
エ
ネ
乱
開
発
は
や
め
、
改
め
て
ど
の
よ
う
な
形
で
再
エ
ネ
開
発

を
行
っ
て
い
く
べ
き
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

再
エ
ネ
導
入
と
と
も
に
目
指
す
べ
き
社
会
像
や
地
域
の
あ
り
方
の

共
有
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

注ｉ

林
野
庁
「
太
陽
光
発
電
に
係
る
林
地
開
発
許
可
基
準
に
関
す
る
検
討
会

『
中
間
と
り
ま
と
め
』」
二
〇
二
二
年
六
月

ⅱ

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
適
正
な
導

入
及
び
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
提
言
」
二
〇
二
二
年
一
〇
月

七
日

よ
り

ⅲ

地
方
自
治
研
究
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
太
陽
光
発
電
設
備
の
規
制
に
関

す
る
条
例
」

ⅳ

FoEJapan

「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
環
境
に
や
さ
し
い
か
？
�
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
ま
や
か
し
�」
二
〇
二
一
年
五
月
一
四
日

ⅴ

地
球
人
間
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
カ
ナ
ダ
・
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
林
産
業
・
木
質
ペ
レ
ッ
ト
生
産
現
場
視

察
報
告
」
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
四
日

ⅵ

林
野
庁
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
・
熱
電
併
給
事
例
集

第
二
版
」

二
〇
二
二
年
五
月

ⅶ

パ
ワ
ー
シ
フ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
朝
日
新
聞
社
「
自
治
体
・
地
域
新

電
力
の
可
能
性
と
市
場
価
格
高
騰
―
二
〇
二
二
調
査
報
告
書
」
二
〇
二

二
年
一
二
月
二
日
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は
じ
め
に

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
は
一
九
六
五
年
六
月
に
東
京
都
世
田
谷
区
で

二
〇
〇
人
の
任
意
組
織
「
生
活
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
三
二
九
本
の
牛

乳
の
共
同
購
入
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
一
九
六
八
年
に
生
協
法
人
と
し

て
「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
」
こ
と
を
目
的

に
設
立
し
ま
し
た
。
生
活
に
必
要
な
消
費
材
を
共
同
購
入
す
る
事

業
を
中
心
と
し
た
生
活
協
同
組
合
で
す
。
現
在
は
全
国
二
一
都
道

府
県
に
あ
る
三
三
の
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
と
生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

生
活
ク
ラ
ブ
共
済
連
、
生
活
ク
ラ
ブ
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
連
合
の
三

つ
の
連
合
組
織
、
約
四
二
万
人
の
組
合
員
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
出
資
総
額
は
四
七
九
億
円
、
年
間
供
給
高
一
〇
〇
五
億

円
が
二
〇
二
一
年
度
実
績
で
す
。
生
活
ク
ラ
ブ
は
各
単
協
ご
と
に

自
立
・
自
治
し
て
い
る
生
協
で
す
。
組
合
員
が
出
資
、
利
用
し
、

運
営
を
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
る
組
合
員
が
主
人
公
の
組
織

で
す
。

生
活
す
る
人
の
価
値
に
基
本
を
置
い
た
生
活
に
必
要
な
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
を
、
大
勢
の
組
合
員
の
参
加
で
つ
く
り
出
し
て
い
ま

す
。
生
活
ク
ラ
ブ
で
は
共
同
購
入
で
扱
う
品
を
「
消
費
材
」
と
呼

び
ま
す
。
そ
れ
は
売
る
た
め
の
「
商
品
」
で
は
な
く
、
使
う
人
の

価
値
を
基
本
と
し
た
材
だ
か
ら
で
す
。
い
ま
生
活
ク
ラ
ブ
の
消
費

材
は
約
九
〇
％
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
で
す
。
市
場
の
問
題
を
解
決
す

る
消
費
材
と
し
て
生
活
者
に
よ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
は
、
五
〇
年
の
歴
史
の
中
で
生
活
ク
ラ
ブ
に
必
要

な
消
費
材
を
開
発
し
共
同
購
入
す
る
運
動
を
基
礎
に
地
域
で
人
々

が
生
き
て
い
く
上
で
の
不
可
欠
な「
環
境
」や
「
福
祉
（
た
す
け
あ

い
）」
な
ど
人
々
の
生
活
全
般
に
か
か
わ
る
運
動
と
事
業
へ
と
活

未
来
を
つ
く
る「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」の
共
同
購
入
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

半
澤
彰
浩

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
神
奈
川

専
務
理
事
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動
を
広
げ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
食
料
（Food

）、
エ
ネ
ル
ギ
ー

（Energy

）、
ケ
ア
�
福
祉
（C

are

）、
働
く
（W

ork

）
を
自
治

し
、
そ
の
自
給
圏
を
つ
く
る
こ
と
を
共
通
テ
ー
マ
と
し
て
運
動
と

事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
こ
の
三
つ
は
人
間
が
生
き
て
い
く
上

で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
生
命
に
関
わ
る
こ
と
で
す
の
で
、
お
金

と
い
う
市
場
原
理
か
ら
切
り
離
し
て
自
分
た
ち
で
自
治
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
（「
Ｆ
Ｅ
Ｃ
自
給
圏
」
は
評
論

家
の
内
橋
克
人
氏
が
提
唱
し
た
）。

2
�「
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
）」
と
「
福

島
（
フ
ク
シ
マ
）」
二
つ
の
原
子
力
発
電
所
事
故

一
九
八
六
年
四
月
二
六
日
に
起
こ
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
は
八
〇
〇
〇
キ
ロ
も
離
れ
た
日
本
に
も
放
射
能
を
降
ら
せ
ま

し
た
。
今
か
ら
三
七
年
も
前
で
す
。
当
時
二
七
歳
だ
っ
た
私
は
生

活
ク
ラ
ブ
連
合
事
業
部
（
現
生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
開
発
室
で
加

工
食
品
の
開
発
担
当
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
日
本
に
は

食
品
の
放
射
能
基
準
は
な
く
輸
入
食
品
の
暫
定
基
準
だ
け
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
基
準
は
セ
シ
ウ
ム
で
三
七
〇
ベ
ク
レ
ル
で
し
た
。

生
活
ク
ラ
ブ
で
は
こ
の
暫
定
基
準
の
一
／
一
〇
（
三
七
ベ
ク
レ

ル
）
を
自
主
基
準
と
し
て
暫
定
的
に
決
め
ま
し
た
。
私
は
当
時
、

あ
ら
ゆ
る
消
費
材
を
分
析
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
こ
み
放
射
能
検
査
を

す
る
担
当
も
し
て
い
ま
し
た
。
ト
ル
コ
産
の
ロ
ー
レ
ル
や
イ
タ
リ

ア
産
の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
か
ら
は
放
射
能
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
生

活
ク
ラ
ブ
の
国
産
消
費
材
か
ら
は
放
射
能
は
検
出
さ
れ
な
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
秋
に
そ
の
年
の
五
月
に
収
穫

さ
れ
た
わ
た
ら
い
茶
（
製
品
）
か
ら
自
主
基
準
を
オ
ー
バ
ー
す
る

放
射
能
が
検
出
さ
れ
た
の
で
す
。
お
湯
で
入
れ
た
お
茶
（
液
体
）

か
ら
は
何
回
測
っ
て
も
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
年
お

茶
は
供
給
停
止
に
な
り
ま
し
た
。
供
給
停
止
に
あ
た
っ
て
は
生
産

地
を
訪
問
し
グ
ル
ー
プ
の
生
産
者
の
方
た
ち
と
夜
を
徹
し
て
話
し

合
い
を
し
た
の
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
生
産
者
に
は
何

も
責
任
は
な
い
の
で
す
。
こ
の
時
か
ら
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
脱
原

発
運
動
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
生
活
ク
ラ
ブ
北
海
道
は
泊
原
発

の
反
対
運
動
か
ら
「
グ
リ
ー
ン
電
気
料
金
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
し

原
子
力
や
化
石
燃
料
に
依
存
し
な
い
社
会
を
自
分
た
ち
の
手
で
つ

く
る
た
め
に
、
二
〇
〇
一
年
に
日
本
で
初
め
て
の
市
民
出
資
に
よ

る
風
車
「
は
ま
か
ぜ
」
ち
ゃ
ん
を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

そ
の
後
、
各
地
で
の
原
子
力
や
化
石
燃
料
に
依
存
し
な
い
省
エ
ネ

や
太
陽
光
発
電
の
普
及
、
環
境
負
荷
の
削
減
の
取
り
組
み
が
す
す

み
ま
し
た
。
生
活
ク
ラ
ブ
北
海
道
の
実
践
を
学
び
二
〇
一
〇
年
四

月
、
生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
で
「
環
境
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
答
申

を
提
案
し
、
生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
四
〇
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

風
車
建
設
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
、
検
討
を
ス
タ
ー
ト

し
生
活
ク
ラ
ブ
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
に
呼
び
か
け
首
都
圏
の
四
つ

の
生
活
ク
ラ
ブ
の
共
同
に
よ
る
「
生
活
ク
ラ
ブ
風
車
建
設
構
想
」

を
決
定
し
ま
し
た
。
風
車
の
建
設
と
脱
原
発
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

未来をつくる「生活クラブでんき」の共同購入とエネルギー政策 ���������
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ギ
ー
に
よ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
た
め
の
ス
タ
ー

ト
だ
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ
の
議
論
中
の
二
〇
一
一
年
三
月
一

一
日
に
東
日
本
大
震
災
・
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
が
起
こ

り
ま
し
た
。
こ
の
風
車
建
設
構
想
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
発
電
事
業
を
広
げ
る
こ
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電

力
を
供
給
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
生
活
ク
ラ
ブ
の
電
力
会
社
を

つ
く
り
組
合
員
家
庭
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
供

給
す
る
こ
と
を
構
想
し
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
三
月
に
生
活
ク
ラ

ブ
風
車
「
夢
風
」
が
稼
働
し
ま
し
た
。
日
本
で
初
め
て
生
協
が
つ

く
っ
た
風
車
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
現
在
の
生
活
ク
ラ
ブ
グ
ル

ー
プ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
も
と
に
な
り
ま
し
た
。

3
�
地
域
に
資
す
る
生
活
ク
ラ
ブ
風
車
「
夢
風
」

誰
か
に
お
願
い
す
る
の
で
は
な
く
、
生
活
に
必
要
な
電
気
は
自

分
た
ち
の
手
で
つ
く
ろ
う
！
風
車
の
建
設
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ

し
て
将
来
は
自
分
た
ち
の
「
電
力
会
社
」
を
つ
く
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
電
気
を
共
同
購
入
し
よ
う
と
、
そ
の
ス
タ
ー

ト
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
建
設
し
ま
し
た
。「
夢
風
」
は
風
況

の
点
、
事
業
的
に
も
持
続
可
能
な
点
を
重
視
し
秋
田
県
に
か
ほ
市

に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ

の
土
地
の
資
源
（
風
、
水
、
太
陽
、
木
、
糞
尿
な
ど
）
を
使
う
も

の
で
あ
り
、
自
然
環
境
の
豊
か
な
地
域
と
重
な
り
、
農
林
水
産
業

と
の
親
和
性
が
高
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
生

活
ク
ラ
ブ
組
合
員
か
ら
風
車
を
建
設
し
そ
の
土
地
の
資
源
で
あ
る

「
風
」
を
使
っ
て
発
電
し
た
電
気
を
都
会
で
使
う
、
事
業
で
得
た

利
益
を
生
活
ク
ラ
ブ
風
車
「
夢
風
」
の
法
人
（（
一
社
）グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ン
ド
秋
田
（
生
活
ク
ラ
ブ
首
都
圏
四
単
協
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
北
海
道

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
で
形
成
。））
が
得
る
だ
け
で
は
原
発
と
同
じ

構
造
に
な
る
。「
風
ど
ろ
ぼ
う
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
な
ど
組
合

員
の
意
見
が
最
初
か
ら
多
数
あ
り
、「
夢
風
」
建
設
に
あ
た
り
建

設
地
で
あ
る
秋
田
県
に
か
ほ
市
と
地
域
間
連
携
を
す
す
め
る
た
め

の
協
議
を
重
ね
「
地
域
間
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
に
向
け
た
共
同
宣
言
」
を
六
者
で
行
い
「
に
か
ほ
市
と

生
活
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
に
か
ほ
市
の
地

��������� 未来をつくる「生活クラブでんき」の共同購入とエネルギー政策
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域
特
産
品
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
相
互
の
交
流
事
業
、
研
究
事

業
な
ど
を
稼
働
と
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域
共
生
型
で

す
す
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
特
産
品
は
生
活
ク
ラ
ブ
組
合
員
が
参
加
し
て
つ
く
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
「
夢
風
ブ
ラ
ン
ド
」
を
は
じ
め
と
し
多
数
の
品
目

と
生
産
者
と
の
取
り
組
み
に
広
が
っ
て
お
り
、
風
車
を
縁
と
し
て

「
に
か
ほ
市
」
に
年
間
三
〇
〇
〇
万
円
ほ
ど
の
経
済
波
及
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
連
携
推
進
協
議
会
の
活
動
の
成
果
と

し
て
「
夢
風
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
と
生
産
者
連
絡
会
」
の
設
立
、「
に

か
ほ
市
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
」
の
制

定
、
基
金
に
は
夢
風
か
ら
年
間
売
電
量
の
一
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
〇
・

五
円
が
基
金
拠
出
（
年
間
約
二
五
〇
万
円
）
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
に
か
ほ
市
の
陸
上
風
力
発
電
に
係

わ
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
事
業
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
資

す
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
と
し
て
の
こ
の
取
り
み
が
着
目
さ
れ

ド
キ
ュ
メ
タ
リ
ー
映
画
「
お
だ
や
か
な
革
命
」
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。生

活
ク
ラ
ブ
風
車
を
ハ
ブ
に
し
た
地
域
間
連
携
の
し
く
み
は
以

下
の
図
の
通
り
で
す
。

ま
た
生
活
ク
ラ
ブ
夢
風
の
波
及
経
済
効
果
は
直
接
経
済
効
果
の

五
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
数
字
で
は
見
え
な
い
人
の「
思

い
」「
期
待
」「
希
望
」
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
四

年
に
二
基
目
の
風
車
建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
風
車
は
に
か

未来をつくる「生活クラブでんき」の共同購入とエネルギー政策 ���������
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生活クラブ風車「夢風」による経済効果

直接経済効果の5倍以上の波及経済効果
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ほ
市
民
枠
に
よ
る
市
民
出
資
募
集
を
行
い
、
風
車
の
利
益
の
地
元

へ
の
直
接
的
な
還
元
を
行
う
計
画
で
す
。
夢
風
と
あ
わ
せ
て
更
な

る
地
域
間
連
携
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

4
�「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
の
共
同
購
入
と
生
活
ク
ラ

ブ
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

生
活
ク
ラ
ブ
風
車
「
夢
風
」
の
実
践
と
建
設
に
あ
た
っ
て
描
い

た
構
想
を
ベ
ー
ス
に
二
〇
一
三
年
に
生
活
ク
ラ
ブ
グ
ル
ー
プ
の
総

合
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
柱
は
「
脱
原
発
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
・
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
」と
し「
減
ら
す
」「
つ

く
る
」「
使
う
」を
運
動
と
事
業
の
柱
と
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
源
の
開
発
、
生
活
ク
ラ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
（
電
力
小
売
会
社
）
の
設

立
、
生
活
ク
ラ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
高
圧
接
続
契
約
事
業
所
へ
の

供
給
ス
タ
ー
ト
、
二
〇
一
六
年
か
ら
の
組
合
員
家
庭
へ
の
供
給
を

開
始
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
二
一
年
度
に
は
生
活
ク
ラ
ブ
主
体
発

電
所
三
二
か
所
（
単
協
で
行
っ
て
い
る
発
電
所
含
め
て
生
活
ク
ラ

ブ
が
出
資
・
融
資
し
た
発
電
所
）
契
約
発
電
所
三
二
か
所
、
低
圧

事
業
所
含
む
組
合
員
宅
の
太
陽
光
発
電
所
（
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
発
電
所
）

一
六
九
か
所
ま
で
に
発
展
し
ま
し
た
。「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」

の
総
供
給
量
は
九
六
、
一
二
二
Ｍ
Ｗ
ｈ
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
再

エ
ネ
比
率
は
約
八
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
「
生
活
ク
ラ

ブ
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
則
」
を
総
会
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
生
活

ク
ラ
ブ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
定
め
た

2016年からの㈱生活クラブエナジーによる
電力調達と供給事業モデル
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原
則
で「
憲
法
」の
よ
う
に
組
合
員
が
執
行
者
を
縛
る
も
の
で
す
。

「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
の
共
同
購
入
と
と
も
に
任
意
組
織
で

「
生
活
ク
ラ
ブ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
金
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
省

エ
ネ
を
す
す
め
て
「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
契
約
者
で
意
思
あ
る

人
が
任
意
で
電
気
代
の
五
％
を
寄
付
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
基
金

は
再
生
可
能
を
広
げ
る
た
め
の
「
電
源
開
発
助
成
」
省
エ
ネ
や
「
生

活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
を
推
進
す
る
た
め
の
「
活
動
助
成
」
の
二
つ

に
使
用
さ
れ
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
三
年
か
ら
は
生
活
ク
ラ
ブ
の
消
費

材
生
産
地
や
地
域
で
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
を
広
げ
る
た
め

に
助
成
対
象
、
内
容
を
広
げ
ま
す
。「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
契

約
者
の
約
三
〇
％
が
参
加
し
て
二
〇
二
二
年
度
の
基
金
造
成
総
額

は
約
一
億
円
に
な
り
ま
す
。
助
成
審
査
に
は
外
部
有
識
者
に
よ
る

審
査
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

5
�
地
域
に
資
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
開
発
と

ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
地
域
社
会
づ
く
り

生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
二
〇
二
二
年
か
ら
の
「
中
期
計
画
」

で
こ
れ
ま
で
の
Ｆ
Ｅ
Ｃ
自
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
を
基
礎
に
気
候

危
機
、
コ
ロ
ナ
禍
を
背
景
に
消
費
材
の
提
携
産
地
に
お
け
る
持
続

可
能
性
の
追
求
を
重
点
テ
ー
マ
に
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
づ
く
り
を

す
す
め
る
こ
と
を
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
地
域
別
の
消
費
材
生
産
者
の
ヨ
コ
連
携
を
食
だ
け
で
な
く
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
福
祉
、
働
く
の
テ
ー
マ
に
加
え
て
「
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
を
テ
ー
マ
に
更
に
深
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
で
は
こ
の
こ
と
を
主
眼
に
更
に
地
域
に
資
す
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
と
「
提
携
」、「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
を
契
約
す

る
こ
と
が
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
視
点
に
、
農
村
と
都

市
を
結
び
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
こ
と
を
積
極
的
に
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
小
規
模
分
散
型
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
人
々
が
地
域

で
自
治
で
き
る
し
く
み
を
地
域
で
つ
く
り
だ
し
て
い
き
ま
す
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
元
来
、
小
規
模
分
散
型
で
あ
り
、
持
続
可

生活クラブエネルギー7原則
①省エネルギーを柱とします。
②原発のない社会、CO2を減らせる社
会をつくります。
③地域への貢献と自然環境に留意した
発電事業をすすめます。
④電気の価格や送配電のしくみを明ら
かにします。
⑤生活クラブの提携産地との連携を深
め、エネルギー自給率を高めます。
⑥エシカルコンシューマーとして、再
生可能エネルギーによる提携生産者
が発電した電気を共同購入します。
⑦生産から廃棄までトータルに責任を
持ちます
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能
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
資
源
、
お
金
を
地
域
循
環
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ロ
ー
カ
ル

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
地
域
に
お
け
る
実
践
の
接
着
材
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
き
ま
す
。「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
の
共
同
購
入
に
よ
っ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
す
る
暮
ら
し
と
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
、
と
い

う
こ
と
は
生
活
ク
ラ
ブ
の
目
標
の
ひ
と
つ
で
す
。「
生
活
ク
ラ
ブ

で
ん
き
」
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
向
う
側
に
あ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
発
電
所
の
あ
る
地
域
に
自
分
が
使
っ
た
電
気
代
が

行
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
地
域
社
会
づ
く
り
の
試
み

は
、
そ
の
地
域
に
実
り
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
が
進
ん
で
い
く
べ
き
社
会
や
暮
ら
し
を
形
づ
く
っ
て
い
く
こ

と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
以
降
、
具
体
的
な
地
域
と
の
実

践
を
紹
介
し
ま
す
。

1
㈱
庄
内
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

二
〇
一
九
年
四
月
に
本
格
稼
働
し
た
山
形
県
・
庄
内
遊
佐
太
陽

光
発
電
所
（
一
八
Ｍ
Ｗ
）
の
収
益
を
活
用
し
、
発
電
所
の
あ
る
遊

佐
町
、
酒
田
市
、
庄
内
の
生
産
者
、
生
活
ク
ラ
ブ
の
連
携
で
庄
内

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
循
環
と
Ｆ
Ｅ
Ｃ
自
給
圏
を
広
げ
る
た

め
に
二
〇
一
九
年
五
月
に
庄
内
・
遊
佐
太
陽
光
発
電
基
金
創
設
に

む
け
た
共
同
宣
言
と
協
定
書
を
締
結
し
毎
年
約
一
〇
〇
〇
万
円
の

寄
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

庄内エリアFEC自給ネットワーク構想とは

未来をつくる「生活クラブでんき」の共同購入とエネルギー政策 ���������
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■
「
庄
内
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
㈱
」

生
活
ク
ラ
ブ
グ
ル
ー
プ
と
庄
内
の
生
産
者
が
出
資
し
て
設
立
し

た
太
陽
光
発
電
所
一
八
Ｍ
Ｗ

■
「
庄
内
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
基
金
」

庄
内
遊
佐
太
陽
光
発
電
所
の
売
電
事
業
益
（
毎
年
一
〇
〇
〇
万

円
）
を
酒
田
市
に
寄
附
し
て
設
立
さ
れ
た
基
金
（
基
金
協
議
会
で

運
営
）
庄
内
地
域
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
活
動

に
助
成
を
実
施
す
る
。

■
助
成
対
象
事
業

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
持
続
可
能
性
を
高
め
る
取
り

組
み

②
農
畜
林
水
産
物
ほ
か
食
料
生
産
の
振
興
を
図
る
新
た
な
取
り

組
み

③
住
民
生
活
に
お
け
る
福
祉
、
健
康
、
医
療
、
教
育
の
推
進
を

図
る
取
り
組
み

④
地
域
の
良
好
な
自
然
環
境
や
固
有
種
動
植
物
の
保
全
に
関
す

る
取
り
組
み

⑤
郷
土
の
歴
史
、
民
間
伝
承
や
文
化
・
芸
能
等
の
保
存
継
承
に

関
す
る
取
り
組
み

⑥
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
構
想
な
ど
、
地
域
の
定
住
人
口
と
交

流
人
口
の
増
加
に
関
す
る
取
り
組
み

⑦
そ
の
他
、
当
協
議
会
が
特
に
必
要
と
認
め
た
も
の

■
助
成
実
績
（
二
〇
二
一
年
）

「庄内遊佐太陽光発電所」 移住拠点 TOCHITO
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４８



1
遊
佐
町
蕨
岡
地
区
モ
ア
刈
取
組
織
、
南
西
部
地
区
モ
ア
刈
取

組
織

ト
ラ
ク
タ
ー
モ
ア
の
購
入
二
四
〇
万
円（
一
二
〇
万
円
×
二

台
）

2
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
酒
田
市
定
住
型
拠
点
）

地
域
交
流
拠
点
整
備
費
一
二
七
〇
万
円

3
生
活
協
同
組
合
庄
内
親
生
会

除
草
に
お
け
る
農
薬
散
布
ゼ
ロ
に
向
け
た
有
機
栽
培
拡
大
の

た
め
の
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
」
導
入
二
五
〇
万
円

4
庄
内
協
議
会

高
た
ん
ぱ
く
飼
料
用
米
栽
培
実
験
五
〇
万
円

5englishC
afe

庄
内⇒

英
語
で
楽
し
く
会
話
す
る
カ
フ
ェ
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
た
国
際
交
流
等

2
会
津
電
力
㈱
、
飯
舘
電
力
㈱

㈱
生
活
ク
ラ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
と
契
約
し
て
い
る
会
津
電
力
㈱
、
飯

舘
電
力
㈱
は
（
一
社
）
全
国
ご
当
地
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
が
設
置
し

て
い
る
「
産
地
価
値
」
を
基
本
と
し
た
「
ご
当
地
電
力
認
証
」
を

認
定
さ
れ
て
い
る
企
業
で
す
。
会
津
電
力
㈱
と
飯
舘
電
力
㈱
に

は
、「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
を
販
売
す
る
㈱
生
活
ク
ラ
ブ
エ
ナ

ジ
ー
か
ら
、
ご
当
地
電
力
価
値
が
上
乗
せ
さ
れ
た
金
額
が
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
力
会
社
に
お
け
る

持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
例
え
ば
、
飯
舘
電
力
で
は
、
村
の
太
陽
光
発
電
所
す
べ
て

に
一
〇
〇
Ｖ
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
す
る
災
害
時
対
策
、
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
農
地
提
供
や
耕
作
料
、
農
機
具
使
用
料
の
支

払
い
、
飯
舘
牛
復
活
な
ど
の
地
域
貢
献
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
会
津
電
力
で
は
、
雄
国
太
陽
光
発
電
所
の
す
ぐ
下
の
耕
作
放

棄
地
に
お
け
る
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
や
、
新
た
な
地
域
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け
た
費
用
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
生
活
ク

ラ
ブ
で
ん
き
」
を
使
っ
て
支
払
う
電
気
代
の
一
部
が
電
源
産
地
の

地
域
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
・
収
穫

に
は
毎
年
組
合
員
が
訪
れ
体
験
意
見
交
換
す
る
交
流
も
は
じ
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
津
電
力
と
は
会
長
で
あ
る
佐
藤
彌
右
衛
門

氏
が
経
営
す
る
大
和
川
酒
造
所
の
日
本
酒
の
取
り
組
み
や
「
生
活

ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
の
相
互
使
用
な
ど
に
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。会

津
電
力
グ
ル
ー
プ
と
は
生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
を
ス
タ
ー
ト
と

と
し「
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
に
む
け
た
地
域
間
連
携
協
定
」が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
協
定
に
も
と
づ
い
た
連
携
推
進
協
議
会

〈飯舘電力との交流の様子〉

〈会津電力とのぶどう収穫交流〉
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が
設
置
さ
れ
二
〇
二
一
年
度
か
ら
会
津
電
力
㈱
グ
ル
ー
プ
の
ブ
ド

ウ
栽
培
圃
場
で
、
年
四
回
の
栽
培
体
験
交
流
企
画
の
実
施
、
ワ
イ

ン
の
共
同
購
入
の
実
施
を
は
じ
め
、
今
後
、
会
津
電
力
㈱
グ
ル
ー

プ
の
再
エ
ネ
発
電
の
開
発
、電
力
小
売
事
業
な
ど
の
支
援
・
協
力
、

「
文
化
・
芸
術
」の
交
流
、疎
開
先
、避
難
先
の
関
係
づ
く
り
な
ど
喜

多
方
地
域
の
Ｆ
Ｅ
Ｃ
自
給
圏
構
想
の
展
望
を
描
い
て
い
く
た
め
の

検
討
な
ど
総
合
的
な
関
係
づ
く
り
を
方
針
化
し
て
い
ま
す
。

3
㈱
阿
寒
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

二
〇
一
八
年
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
が
起
き
ま
し
た
。
酪
農
現
場
で
は
さ
く
乳
で
き
ず
、
牛
や

酪
農
生
産
に
大
変
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
北
海
道
阿
寒
町
の
大

型
牧
場
の
糞
尿
を
発
酵
さ
せ
て
得
た
メ
タ
ン
ガ
ス
を
使
い
、
発
電

と
熱
利
用
を
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
を
牧
場
と
Ｊ
Ａ

阿
寒
な
ら
び
他
企
業
と
協
同
で
現
在
開
発
中
で
す
。
地
域
の
災
害

時
に
は
併
設
す
る
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
蓄
電
池
設
備
の
周
囲
お
よ

そ
四
㎞
の
範
囲
に
あ
り
、
既
存
の
系
統
配
電
線
を
使
っ
て
蓄
電
池

か
ら
日
常
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
必
要
な
最
低
限
の
電
力
の
提
供
が
可

能
に
な
る
し
く
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
地
域
共
生
型
の

取
り
組
み
で
す
。

4
長
野
県
・
鬼
無
里
地
域
に
お
け
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
構
想

づ
く
り

生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
中
期
計
画
に
も
と
づ
き
新
た
に
発
足
し

た
生
活
ク
ラ
ブ
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
連
合
理
事
会
の
も
と
に
「
長
野

県
長
野
市
鬼
無
里
地
域
に
お
け
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
構
想
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
設
置
さ
れ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
生
活
ク
ラ
ブ
長
野
の
方
や
長
野
の
消
費
材
生
産
者
、
連
合
会

理
事
、
大
学
教
授
、
再
エ
ネ
専
門
家
な
ど
で
メ
ン
バ
ー
構
成
し
鬼

無
里
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
構
想
案

（
計
画
な
ら
び
関
連
事
項
含
む
）
を
二
か
年
か
け
て
ま
と
め
る
予

定
で
す
。
鬼
無
里
は
「
え
の
き
だ
け
茶
漬
」
を
は
じ
め
と
し
て
長

年
、
山
菜
加
工
品
の
取
り
組
み
を
し
て
き
た
地
域
で
あ
り
生
産
者

で
す
。
鬼
無
里
は
山
に
囲
ま
れ
た
山
村
で
自
然
環
境
の
豊
か
な
地

〈建設中の阿寒マイクログリッド 発酵タンク〉

��������� 未来をつくる「生活クラブでんき」の共同購入とエネルギー政策

５０



域
で
す
が
、
過
疎
化
が
大
変
す
す
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
の
消
費

材
の
加
工
場
を
中
心
に
し
て
森
林
資
源
を
活
用
し
て
活
性
化
に
資

す
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
構
想
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
地
元

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
め
っ
て
ぃ
鬼
無
里
の
方
た
ち
と
連
携
し
て
や
れ

る
こ
と
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

6
�
ま
と
め
に
変
え
て

二
〇
二
二
年
七
月
に
全
国
二
一
の
都
道
府
県
に
あ
る
三
三
の
生

活
ク
ラ
ブ
生
協
と
㈱
生
活
ク
ラ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
、
生
活
ク
ラ
ブ
立
の

Ｓ
Ｐ
Ｃ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
と
趣
意
に
賛
同
い
た
だ
い

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
会
社
の
参
加
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
づ
く

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
組
織
活
動
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
や
脱
原
発
活
動
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
の
生
活
ク
ラ
ブ
の

第
三
の
連
合
組
織
と
し
て
一
般
社
団
法
人
生
活
ク
ラ
ブ
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
連
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
事
業
内
容
は
以
下
の
通
り

で
す
。

①
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
で
ん
き
の
共
同
購
入
「
生
活
ク
ラ
ブ
で

ん
き
」
の
推
進

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
源
開
発
・
支
援

③
自
家
消
費
型

Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業

④
地
域
新
電
力
の
設
立
支
援
な
ら
び
に
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

の
推
進
の
た
め
の
調
査
、
計
画
、
電
源
開
発
の
単
協
活
動
の

支
援

⑤
省
エ
ネ
・
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
調
査
研
究
・
政
策

づ
く
り
、
政
策
提
言
等
の
推
進

⑥
生
活
ク
ラ
ブ
が
出
資
・
融
資
し
て
い
る
再
エ
ネ
発
電
所
の
運

営
・
保
守
管
理
な
ら
び
に
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
法
人
運
営

⑦
生
活
ク
ラ
ブ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
金
の
管
理
・
寄
付
拡
大
な

ら
び
に
助
成
業
務

生
活
ク
ラ
ブ
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
連
合
の
設
立
で
総
合
化
し
た
方

針
を
も
と
に
本
稿
の
ま
と
め
と
し
ま
す
。

〈まめってぃ鬼無里 太陽光発電所〉
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一
九
八
〇
年
に
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
同
組
合
同
盟
）
モ
ス
ク
ワ
大

会
で
カ
ナ
ダ
の
レ
イ
ド
ロ
ー
博
士
が
「
西
暦
二
〇
〇
〇
年
の
協
同

組
合
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
。「
レ
イ
ド
ロ

ー
報
告
」（
一
九
八
〇
年
）
の
時
代
背
景
は
、
資
本
主
義
が
新
自

由
主
義
に
転
換
す
る
入
り
口
で
協
同
組
合
が
市
場
と
同
じ
土
壌
で

闘
っ
て
負
け
て
き
て
い
る
状
況
を
危
惧
し
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に

多
国
籍
企
業
に
席
巻
さ
れ
る
世
界
が
支
配
さ
れ
る
の
か
、
地
域
を

基
本
と
し
た
社
会
資
本
を
中
心
と
し
た
社
会
的
連
帯
経
済
と
し
て

の
協
同
組
合
を
広
げ
る
の
か
と
い
う
協
同
組
合
へ
の
問
い
で
あ

り
、
協
同
組
合
の
「
三
つ
の
危
機
」
と
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
む
け

て
め
ざ
す
べ
き
四
つ
の
優
先
分
野
を
提
起
し
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
二
〇
二
二
年
の
現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
に
よ
っ
て
世
界

は
席
巻
さ
れ
、
気
候
危
機
と
コ
ロ
ナ
感
染
と
い
う
人
類
の
持
続
可

能
性
の
危
機
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
よ
る
戦
争
ま
で
起
き
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
い
ま
、
私
た
ち
は
新
た
な
社
会
を
創
造
し
て
い
く
地
平
に
た

っ
て
い
ま
す
。
一
九
八
〇
年
以
降
急
速
に
広
が
っ
た
新
自
由
主
義

が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
人
間
が
つ
く
っ
た
経
済
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
人
間
が
滅
び
よ
う
と
し
て
い
る
局
面
に
た
っ
て
い
ま
す
。
お
金

を
至
上
と
し
た
経
済
活
動
に
よ
っ
て
自
然
を
破
壊
し
、
生
物
多
様

性
を
損
な
い
、
格
差
貧
困
を
生
み
出
し
、
効
率
や
生
産
性
重
視
の

直
線
的
な
社
会
が
子
ど
も
の
貧
困
や
社
会
的
孤
立
を
広
げ
、
地
域

社
会
を
疲
弊
化
し
て
い
ま
す
。
気
候
危
機
の
解
決
は
全
世
界
的
な

課
題
で
す
。
地
球
の
過
熱
化
は
す
す
み
世
界
的
な
気
候
変
動
を
も

た
ら
し
様
々
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
一
年
八
月
に

発
表
さ
れ
た
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

の
第
六
次
評
価
報
告
書
（
第
一
作
業
部
会
・
自
然
科
学
的
根
拠
）

で
は
、「
人
間
の
影
響
が
地
球
を
過
熱
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
は
疑

う
余
地
が
な
い
」
と
断
言
さ
れ
ま
し
た
。
気
温
を
二
一
〇
〇
年
ま

で
に
産
業
革
命
か
ら
一
・
五
℃
上
昇
以
内
に
収
め
な
い
と
人
類
は

生
存
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
は
温
室
効

果
ガ
ス
で
あ
り
、
二
一
〇
〇
年
に
一
・
五
℃
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
二
〇
五
〇
年
Ｃ
Ｏ
2
排
出
ゼ
ロ
、
二
〇
三
〇
年
Ｃ
Ｏ
2
排
出

五
〇
％
以
上
削
減
を
す
る
し
か
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
〇
二

一
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
六
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
で
は
日
本
を
は
じ
め
反
対
す
る
国
が
あ
っ

た
た
め
に
一
・
五
度
目
標
の
実
現
に
む
け
努
力
す
る
確
認
に
留
ま

っ
た
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
す
。
気
候
危
機
の
解
決
と
し
て
の
原

発
の
稼
働
も
問
題
で
す
。
原
発
は
人
類
の
最
大
の
危
機
で
す
。
化

石
燃
料
の
代
わ
り
に
原
発
を
と
い
う
議
論
は
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

気
候
危
機
の
解
決
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
の

よ
う
に
つ
く
り
、
使
う
か
が
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国

の
こ
と
で
自
分
た
ち
か
ら
遠
い
存
在
と
捉
え
る
人
も
散
見
さ
れ
ま

す
が
、
食
卓
を
は
じ
め
と
し
て
一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
問
題
で
あ

り
、
身
近
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
課
題
で
す
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
か
ら
循
環
的
な
経
済
社
会
へ
、
新
自
由
主
義
か
ら
社
会
的
連

��������� 未来をつくる「生活クラブでんき」の共同購入とエネルギー政策
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帯
経
済
へ
の
転
換
を
は
か
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
原
発
や
化
石
発

電
所
に
象
徴
さ
れ
る
大
規
模
で
中
央
集
権
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
で
は
な
く
小
規
模
で
分
散
型
で
自
給
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
柱
と
し
た
地
域
分
散
型
の
シ
ス
テ
ム
、
人
々
が
地
域
で

自
治
で
き
る
し
く
み
を
つ
く
り
、
地
域
（
自
治
体
や
行
政
区
）
を

ス
テ
ー
ジ
に
人
々
が
参
加
し
て
つ
く
り
、
実
践
す
る
ロ
ー
カ
ル
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
解
決
へ
の
道
で
す
。「
共
有
資
源
�
コ
モ
ン
ズ
」
を
協

同
で
管
理
す
る
こ
と
で
共
に
生
き
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形

成
す
る
、格
差
と
共
に
孤
立
が
進
む
現
在
の
社
会
に
お
い
て
は「
共

有
資
源
」
と
そ
れ
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
は
大
変
重
要

で
す
。
そ
の
担
い
手
と
し
て
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
協
同
組
合
が

主
役
に
な
り
実
態
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

循
環
型
で
脱
原
発
・
脱
炭
素
の
経
済
、
そ
し
て
手
の
届
く
範
囲

の
暮
ら
し
や
、
身
近
な
生
活
を
テ
ー
マ
と
し
た
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
市
民
事
業
の
「
陣
地
」
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

し
て
い
く
こ
と
が
、
危
機
か
ら
の
脱
却
の
道
で
す
。「
農
村
」
と

「
都
市
」
の
連
携
も
と
て
も
重
要
で
す
。
正
念
場
の
一
〇
年
。
二

〇
三
〇
年
に
向
け
て
ど
う
生
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
実
践
し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
、
小
さ
な
単
位
で
実
践
を
広

げ
て
い
き
、
食
べ
物
も
福
祉
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
社
会
も
政
治
も
自

分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

未来をつくる「生活クラブでんき」の共同購入とエネルギー政策 ���������
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Ⅰ

中
間
選
挙
の
結
果
：
下
院
は
僅
差
で
共
和
党
、
上
院

は
民
主
党
が
多
数
に

二
〇
二
二
年
一
一
月
の
下
院
選
挙
は
共
和
党
の
勝
利
と
な
っ

た
。
共
和
党
二
二
二
議
席
、
民
主
党
二
一
三
議
席
。
差
は
九
議
席

（
表
1
）
の
僅
差
で
あ
っ
た
。

政
権
党
は
、
大
統
領
選
挙
後
の
中
間
選
挙
で
は
、
お
お
む
ね
敗

北
す
る
。
大
統
領
選
勝
利
へ
の
有
権
者
の
反
動
か
ら
で
あ
る
。

政
権
党
が
中
間
選
挙
で
失
っ
た
下
院
の
議
席
数
は
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
下
（
二
〇
一
八
年
）
で
四
〇
議
席
、
オ
バ
マ
政
権
下
（
二
〇

一
四
年
）
で
一
三
議
席
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
バ
イ
デ

ン
政
権
が
失
っ
た
九
議
席
数
は
、
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
え
る
。

ア
メ
リ
カ
の
識
者
（
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
政
治
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
�

マ
イ
ル
ズ
・
コ
ー
ル
マ
ン
氏
）
は
、「
与
党
が
中
間
選
挙
で
こ
こ

ま
で
議
席
を
死
守
す
る
の
は
ま
れ
で
、
オ
バ
マ
元
大
統
領
で
さ
え

で
き
な
か
っ
た
。
有
権
者
は
バ
イ
デ
ン
政
権
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
投

資
法
や
イ
ン
フ
レ
抑
制
法
、
半
導
体
法
の
成
立
を
評
価
し
た
。
今

回
の
選
挙
で
は
、
郊
外
の
有
権
者
が
カ
ギ
と
な
っ
た
が
、
こ
う
し

た
有
権
者
は
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
推
薦
す
る
候
補
者
の
過
激

な
主
張
を
嫌
い
、
現
職
の
安
定
性
を
重
視
し
た
の
だ
と
思
う
」
1
）

と
し
て
い
る
。

上
院
は
、
選
挙
に
お
い
て
、
僅
差
（
五
〇
：
四
九
）
で
民
主
党

が
リ
ー
ド
を
保
ち
つ
つ
も
、
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
の
再
選
挙
で
民
主
が
勝
利
し
、
五
一
：
四
九
で
民
主
党
の

支
配
が
継
続
し
た
（
表
2
）。

Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
の
出
口
調
査
に
よ
れ
ば
、「
上
院
選
の
投
票

要
因
上
位
二
位
は
、
い
ず
れ
の
州
も
「
イ
ン
フ
レ
」「
妊
娠
の
人

工
中
絶
（
を
認
め
る
）
問
題
」
で
、
イ
ン
フ
レ
が
上
回
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
中
間
選
挙
の
結
果
を
受
け
て

バ
イ
デ
ン
政
権
と
イ
ン
フ
レ
・
人
手
不
足
の
ア
メ
リ
カ
経
済

服
部
信
司

������������������������� 農村と都市をむすぶ2023．2
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「
中
絶
問
題
」
と
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
連
邦
最
高
裁
の
判
事

の
内
訳
が
保
守
派
の
多
数
と
な
り
、
連
邦
最
高
裁
が
中
絶
を
違
憲

と
し
た
こ
と
で
あ
る
。た
だ
し
、中
絶
に
つ
い
て
の
最
終
判
断
は
、

州
の
最
高
裁
に
よ
る
。

い
ず
れ
の
州
で
も
「
イ
ン
フ
レ
」
を
選
択
し
た
人
の
四
分
の
一

は
民
主
党
候
補
に
投
票
し
て
お
り
、
イ
ン
フ
レ
関
心
票
が
、
共
和

党
候
補
に
極
端
に
集
中
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
方
、「
中
絶
（
を
認
め
る
）
問
題
」
を
選
択
し
た
人
の
九
割

は
民
主
党
候
補
に
投
票
し
て
お
り
、
こ
れ
が
民
主
党
上
院
候
補
の

得
票
数
が
、
僅
差
で
共
和
党
候
補
を
上
回
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
」
2
）と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
間
選
挙
の
結
果
は
、
選
挙
前
の
予
想
�
共
和

党
の
大
勝
利
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
民
主
党
が
善
戦
し
た
と
い
え

よ
う
。

そ
こ
に
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
一
年
目
の
政
策
が
意
味
を
持
っ
て

い
た
と
見
ら
れ
る
。

Ⅱ

バ
イ
デ
ン
政
権
が
一
年
目
に
実
施
し
た
政
策

二
〇
二
一
年
に
バ
イ
デ
ン
政
権
が
行
っ
た
政
策
は
、

1
�
一
人
あ
た
り
一
四
〇
〇
ド
ル
の
現
金
給
付
。

2
�
Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
連
邦
準
備
銀
行
）
の
金
融
緩
和
�
金
利
ゼ
ロ
へ
の

量
的
緩
和
で
あ
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
折
か
ら
の
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
な
か
で
、

表1 アメリカ中間選挙（2022年11月）の結果：下院1）

注1）2年おきに、全員改選。

表2 アメリカ中間選挙（2022年11月）の結果：上院1）

注1）2年ごとに、⅓を改選。
注2）独立系。
注3）民主党は、独立系と連携し、上院の多数派を維持。

増減数

＋9

－9

選挙前の議席数

213

222

435

獲得議席数

222

213

435

共和党

民主党

合計

改選前からの
増減数
－1
＋1
0
0

合計議席数

49
49
2
100

非改選

29
34
2
65

獲得議席数

20
15
0
35

共和党
民主党
その他2）
合計

アメリカ中間選挙の結果を受けて バイデン政権とインフレ・人手不足のアメリカ経済 ������
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16.0
（％）

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0
Dec
2002

Dec
2004

Dec
2006

Dec
2008

Dec
2010

Dec
2012

Dec
2014

Dec
2016

Dec
2018

Dec
2020

Dec
2022

�
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
↓
恐
慌
へ
の
恐
れ
�
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
そ
れ
に
対
応
し
た
の
で
あ
る
。

一
人
一
四
〇
〇
ド
ル
は
、
一
ド
ル
�
一
三
〇
円
と
し
て
、
一
八

万
二
〇
〇
〇
円
で
あ
り
、
四
人
家
族
と
す
れ
ば
、
七
二
万
八
〇
〇

〇
円
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
に
と
っ
て
、
相
当
程
度
、
意
味

の
あ
る
金
額
と
い
え
よ
う
。

中
間
選
挙
に
お
い
て
、
民
主
党
・
バ
イ
デ
ン
政
権
の
「
善
戦
」

と
い
う
評
価
が
見
ら
れ
、
選
挙
前
の
予
想
に
反
し
、
共
和
党
の
大

勝
利
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
一
年
目
の
政
策
の

賜
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ

ア
メ
リ
カ
経
済
の
現
状
：
失
業
率
の
低
下
・
賃
金
と

消
費
者
物
価
の
上
昇
が
進
む

図
1
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
二
二
年
に
至
る
ア
メ
リ
カ
の

民
間
失
業
率
を
し
め
し
て
い
る
。

失
業
率
は
、
二
〇
一
九
年
に
一
旦
三
％
代
後
半
に
低
下
し
た

後
、
コ
ロ
ナ
渦
の
二
〇
二
〇
年
に
一
時
一
四
％
を
超
す
水
準
に
達

し
た
。
だ
が
、
以
降
、
急
速
に
下
降
し
、
二
〇
二
一
年
に
は
三
％

台
後
半
に
低
下
し
、
二
二
年
四
月
に
は
三
％
半
ば
に
至
っ
て
い

る
。
こ
の
間
、
雇
用
の
拡
大
が
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
ア
メ
リ
カ
の
実
質
賃
銀
は
、
毎
年
、
四
％
以
上
の
高
い

伸
び
を
示
し
て
き
た
。
二
〇
二
二
年
の
賃
銀
上
昇
率
は
一
〇
％
に

及
ん
だ
（
図
2
）。
こ
の
伸
び
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

図1 アメリカ：民間失業率（％）2002→2022年（各年12月）

資料 アメリカ労働統計局（U. S. Bureau of Labor Statistics）2023，Jan. 14
注1）2019年の上昇はコロナ・パンデミックによる
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6

8

10

12

9.99

2022年
平均

2022年
1月

2月 3月 2022年
4月

5月 6月 2022年
7月

8月 9月 2022年
10月

11月

10.05

11.39

11.27

10.14

9.56
9.01

8.71 8.53
8.22

6.694

6.167

（％）

ン
ス
を
上
回
り
、
先
進
国
の
中
で
最
も
高
い
。
ち
な
み
に
、
日
本

は
一
％
前
後
を
低
迷
し
て
い
る
。

二
〇
二
二
年
の
ア
メ
リ
カ
の
健
康
価
格
指
数
（
賃
金
・
社
会
保

障
・
家
賃
の
総
合
価
格
指
数
）
は
、
消
費
者
価
格
指
数
を
上
回
っ

て
上
昇
し
た
の
で
あ
る
（
図
3
）。

こ
の
賃
金
の
上
昇
を
背
景
に
、
消
費
の
拡
大
↓
消
費
者
物
価
指

数
の
上
昇
が
続
い
て
き
た
。

消
費
者
物
価
指
数
は
、
二
〇
一
〇
年
↓
二
〇
一
五
年
に
九
％
増

と
進
み
、
二
〇
一
五
年
↓
二
〇
一
九
年
五
％
増
と
い
っ
た
ん
低
下

し
た
後
、
二
〇
一
九
年
↓
二
〇
二
〇
年
八
月
に
四
％
増
に
急
上
昇

し
た
の
で
あ
る
（
表
3
）。

コ
ロ
ナ
下
に
お
い
て
、
賃
金
上
昇
と
物
価
上
昇
（
イ
ン
フ
レ
）

の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
発
生
し
た
と
見
お
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ⅳ

イ
ン
フ
レ
の
背
景
�
人
手
不
足

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
フ
レ
の
背
景
に
は
、
人
手
不
足
が

あ
る
。

人
手
不
足
の
要
因
に
は
、
⑴
コ
ロ
ナ
感
染
を
避
け
る
た
め
に
、

高
齢
者
が
退
職
し
た
こ
と
、
⑵
子
供
の
感
染
や
学
級
閉
鎖
に
よ
り

子
育
て
世
代
の
女
性
が
職
場
復
帰
し
に
く
い
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ

て
き
た
3
）。

こ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
不
足
す
る
労
働
力
を
メ
キ
シ
コ

や
中
南
米
か
ら
の
移
民
で
補
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
新
た
な
変
異

図2 2022年：アメリカの月別賃金上昇率（％）

資料 アメリカ経済分析局（U. S. Bureau of Economic Analysis, BEA）
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14
２０２２年

健康価格指数
1）

消費者物価指数

12

10

8

6

4

2

0
1月
2022年

7月 12月1月
2023年

図3 アメリカの消費者物価指数（2022年1月‐2023年1月）

資料 図1と同じ
注1）賃金・社会保障給付金・家賃の価格指数

表3 アメリカ：消費者物価指数（2010‐2020、8月）

資料：US Bureau of Labor Statistics, Jan. 2023
注1）1982‐1984：100

比 較

（100）

（109）（100）

（114）（105）（100）

（119）（110）（104）

消費者物価指数

218．1

237．0

249．2

259．9

年

2010

2015

2019

2020，8月
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種
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
入
国
規

制
が
強
化
さ
れ
、
移
民
増
は
期
待
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
人
手
不
足
は
長
期
化
し
、
イ
ン
フ
レ
が
進
行
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ⅴ

賃
金
の
引
き
上
げ
↓
イ
ン
フ
レ
へ

ア
メ
リ
カ
の
賃
金
は
、
過
去
一
年
間
上
が
り
続
け
た
。
上
述
の

よ
う
に
、
二
〇
二
二
年
の
賃
金
上
昇
率
は
一
〇
％
に
及
ん
だ
。

雇
い
主
は
、
人
員
の
確
保
に
奔
走
し
、
労
働
者
は
高
い
賃
金
を

求
め
た
と
い
わ
れ
る
。

住
宅
や
自
動
車
な
ど
、
こ
こ
一
年
間
、
物
価
の
伸
び
を
支
え
て

き
た
業
種
に
加
え
て
、
旅
行
や
外
食
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
、

需
要
が
拡
大
し
、
経
済
全
体
の
イ
ン
フ
レ
高
進
に
転
じ
た
わ
け
で

あ
る
。

昨
年
の
ア
メ
リ
カ
の
物
価
上
昇
率
七
・
一
％
は
、
日
本
三
・
八

％
の
倍
近
か
っ
た
。

こ
こ
に
、
ア
メ
リ
カ
の
「
所
得
以
上
に
消
費
す
る
文
化
」
が
加

わ
り
、
賃
上
げ
と
物
価
上
昇
（
イ
ン
フ
レ
）
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
生

ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅷ

ね
じ
れ
議
会
と
バ
イ
デ
ン
政
権

第
Ⅰ
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
間
選
挙
の
結
果
、
ア

メ
リ
カ
議
会
は
、
下
院
は
共
和
党
、
上
院
は
民
主
党
と
い
う
�
ね

じ
れ
議
会
�
と
な
っ
た
。

民
主
・
共
和
両
党
の
政
策
合
意
は
、
容
易
で
は
な
い
。

今
後
の
二
年
間
は
、
政
策
的
に
は
、「
停
滞
の
二
年
間
」
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

バ
イ
デ
ン
政
権
に
と
っ
て
も
、
新
た
な
政
策
が
簡
単
に
は
実
施

し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
の
政
権
運
営
は
、
難
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
高

い
と
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
1
）
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
地
域
分
析
レ
ポ‐

ト
、「
米
中

間
選
挙
」、
二
〇
二
二
年
一
二
月
八
日
。

注
2
）
大
和
総
研
、
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
八
日
、「
米
国
で
人

手
不
足
が
長
期
化
し
得
る
わ
け
」
二
〇
二
一
年
一
二
月
八
日
。

注
3
）
日
本
経
済
新
聞
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
八
日
。
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1
�
は
じ
め
に

二
〇
一
八
年
に
お
け
る
タ
マ
ネ
ギ
の
輸
入
量
は
二
二
一
千
ｔ

で
、
生
鮮
野
菜
と
し
て
は
も
っ
と
も
輸
入
量
が
多
く
な
っ
て
い
る

（
財
務
省

二
〇
二
二
）。
輸
入
タ
マ
ネ
ギ
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
加
工
業
務
用
に
使
用
さ
れ
て
お
り
二
〇
一
八
年
の
単
価
が
四
七

円
／
㎏
で
、
同
年
の
卸
売
市
場
価
格
の
一
〇
二
円
／
㎏
と
比
べ
て

安
価
で
あ
る
。
輸
入
タ
マ
ネ
ギ
を
国
産
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
輸
送
で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
、
令
和
三
年
度
に
農
林
水
産
省
が
策
定
し
た
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
示
さ
れ
た
、
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
産
タ

マ
ネ
ギ
の
単
価
を
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

タ
マ
ネ
ギ
の
生
産
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
苗
を
作
っ
て
植
え

る
移
植
栽
培
で
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
育
苗
期
間
は
約
二
ヶ

月
と
長
く
、
育
苗
施
設
や
培
土
や
セ
ル
ト
レ
イ
な
ど
の
資
材
も
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
栽
培
本
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
〇

本
／
一
〇
ａ
と
多
く
、
移
植
作
業
に
多
く
の
人
手
や
機
械
が
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
生
産
費
を
高
く
す
る
一
つ
の
要
因
に
な
り
、

規
模
拡
大
や
新
規
参
入
を
妨
げ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
、
直
接
圃
場
に
種
を

播
い
て
栽
培
を
行
う
直
播
栽
培
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
保
温

や
潅
水
な
ど
で
生
育
環
境
を
整
え
て
出
芽
と
初
期
生
育
を
安
定
さ

せ
る
移
植
栽
培
と
異
な
り
、
直
播
栽
培
で
は
、
播
種
直
後
か
ら
自

然
環
境
に
さ
ら
さ
れ
る
の
で
、
乾
燥
や
過
湿
、
高
温
や
低
温
に
な

る
と
出
芽
率
の
低
下
や
生
育
不
良
が
起
こ
り
、
収
量
が
低
下
す

る
。

タ
マ
ネ
ギ
直
播
栽
培
の
出
芽
と
生
育
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
タ
マ
ネ
ギ
直
播
機

松
尾
健
太
郎

農
研
機
構

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

暖
地
畑
作
物
野
菜
研
究
領
域

施
設
野
菜
グ
ル
ー
プ

������������������������� 農村と都市をむすぶ2023．2

研
究
成
果
報
告
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そ
こ
で
、
乾
燥
や
過
湿
、
高
温
や
低
温
に
な
っ
た
場
合
で
も
出

芽
や
生
育
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
タ
マ
ネ
ギ
直
播
機

を
開
発
し
た
。

2
�
出
芽
や
初
期
生
育
を
促
進
さ
せ
る
三
つ
の
技
術

⑴
畝
立
て
栽
培
技
術

一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
技
術
で
、
畑
に
畝
を
立
て
て
、
畝
の

上
で
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
湿
害
を
回
避
す
る
技
術
で
あ
る
。
た

だ
し
、
乾
燥
害
を
起
こ
す
原
因
に
も
な
る
。

⑵
溝
底
播
種
技
術

溝
底
播
種
技
術
は
、
深
さ
五
㎝
、
幅
一
〇
㎝
程
度
の
小
さ
な
溝

の
底
に
播
種
す
る
方
法
で
あ
る
（O

zaw
a
and

O
kada

一
九
九

六
）。
溝
の
底
は
、
圃
場
表
面
と
比
べ
て
直
射
日
光
が
当
た
ら
な

い
の
で
、
乾
燥
や
高
温
を
防
ぎ
、
風
よ
け
に
も
な
る
の
で
低
温
も

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
1
）。

⑶
リ
ン
酸
直
下
施
肥
技
術

リ
ン
酸
直
下
施
肥
技
術
は
、
種
子
の
真
下
二
〜
四
㎝
程
度
に
リ

ン
酸
肥
料
を
局
所
施
肥
す
る
技
術
で
あ
る
。
発
芽
直
後
か
ら
リ
ン

酸
を
効
率
良
く
吸
収
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
、
生
育
を
促
進
さ

せ
る
技
術
で
あ
る
（
臼
木
ら

二
〇
一
五
）。

こ
れ
ら
の
栽
培
技
術
の
技
術
を
一
回
の
作
業
で
使
え
る
よ
う
に

し
た
の
が
タ
マ
ネ
ギ
直
播
機
で
あ
る
。

図1 溝底播種の概略

タマネギ直播栽培の出芽と生育を促進させるためのタマネギ直播機 �������
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3
�
タ
マ
ネ
ギ
直
播
機
の
特
徴

タ
マ
ネ
ギ
直
播
機
は
、
畝
と
溝
を
同
時
に
成
型
し
、
溝
底
に
施

肥
し
て
肥
料
の
少
し
上
に
播
種
を
行
う
機
械
で
あ
る
（
図
2
）。

畝
と
溝
を
同
時
に
成
型
す
る
た
め
に
、
畝
成
型
部
の
天
板
に
溝
成

型
器
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（
図
3
）。
溝
成
型
具
は
畝
成
型

部
か
ら
後
方
に
伸
び
て
お
り
、
そ
の
中
で
施
肥
す
る
こ
と
で
土
が

混
入
す
る
こ
と
を
防
い
で
、
確
実
に
溝
底
に
施
肥
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
覆
土
は
、
溝
の
側
面
を
削
っ
て
行
う
こ
と
で
行
う
。
播
種

部
の
接
地
輪
は
溝
の
幅
に
合
わ
せ
て
あ
り
、
肥
料
の
覆
土
の
上
に

播
種
・
覆
土
を
行
い
、
接
地
輪
で
溝
の
整
形
を
行
う
。
令
和
三
年

か
ら
㈱
ク
ボ
タ
よ
り
市
販
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
市
販
機
で
は
、

砕
土
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
ロ
ー
タ
リ
に
ア
ッ
プ
カ
ッ
ト
ロ
ー

タ
リ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
タ
マ
ネ
ギ
直
播
機
で
作
ら
れ
る
標
準
的

な
畝
の
形
状
と
種
子
と
肥
料
の
位
置
を
図
4
に
示
す
。

4
�
効
果

効
果
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
県
都
城
市
の
黒
ボ
ク
土
の
圃
場
で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
タ
マ
ネ
ギ
直
播
機
の
効
果
に
つ
い
て

説
明
す
る
（
松
尾
ら

二
〇
二
二
、
農
研
機
構

二
〇
二
一
）。

出
芽
は
、
畝
の
上
に
溝
底
播
種
を
す
る
こ
と
（
以
後
、
溝
畝
）

に
よ
っ
て
土
壌
水
分
や
地
温
が
発
芽
に
適
し
た
条
件
に
な
る
の
で

揃
い
が
良
く
な
っ
た
（
図
5
）。
降
雨
が
あ
り
適
温
で
あ
れ
ば
平

図3 畝および溝の成型部図2 タマネギ直播機

図4 畝の形状および播種と局所施肥の位置

������� タマネギ直播栽培の出芽と生育を促進させるためのタマネギ直播機
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図6 草丈に与える影響図5 出芽率に与える影響

表1 倒伏日や収量に与える影響

※ 表中の数値に異なる英文字がある場合，播種方法に有意な差が認められた
（ｐ＜0．05，Tukey多重比較，1区12株の3反復）．

※ 倒伏日は，調査区の倒伏した個体数が80％を超えた日を表す．
※ 収量は，10ａ（40×25ｍ）あたり長さ37ｍの畝が14本あるとして計算した．
※ 表中の数値は，平均値±標準偏差を示す．

収量
（ｔ／10ａ）

5．1±0．8

5．6±0．3

8．0±0．6

1球重
（ｇ）

225．7±6．6 ｂ

239．0±1．3 ｂ

385．3±38．2 ａ

収穫個数
（個／1．5㎡）

43．3±7．0 ａ

45．3±2．3 ａ

40．0±3．5 ａ

倒伏日

5月7日

5月5日

5月5日

播種方法

平畝

溝畝

溝畝＋
リン酸直下

播種日

10月18日

タマネギ直播栽培の出芽と生育を促進させるためのタマネギ直播機 �������
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畝
で
も
出
芽
す
る
の
で
、
最
終
的
な
出
芽
率
が
同
等
に
な
る
場
合

が
あ
っ
た
。
栽
培
期
間
中
、
雨
降
ら
な
い
日
が
続
く
こ
と
は
多
々

起
こ
る
の
で
、
土
壌
水
分
を
高
く
維
持
で
き
る
溝
畝
播
種
が
平
畝

播
種
と
比
較
し
て
生
育
が
良
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
リ
ン
酸
直
下

施
肥
を
加
え
る
こ
と
で
、
生
育
は
促
進
さ
れ
た
（
図
6
）。
生
育

が
良
く
な
っ
た
結
果
、
収
量
も
溝
畝
播
種
と
リ
ン
酸
直
下
施
肥
を

行
っ
た
場
合
で
も
っ
と
も
高
く
な
っ
た
（
表
1
）。
た
だ
し
、
溝

畝
播
種
だ
け
で
は
、
生
育
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
倒
伏
（
葉
が
倒

れ
る
こ
と
）
が
速
く
生
育
が
止
ま
り
、
平
畝
播
種
は
倒
伏
が
遅
い

分
生
育
が
進
み
、
溝
畝
播
種
の
一
球
重
は
平
畝
播
種
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。

5
�
今
後

以
上
の
よ
う
に
効
果
を
示
し
た
が
、
問
題
点
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
タ
マ
ネ
ギ
直
播
機
を
用
い
て
も
出
芽
率
が
向
上
し

な
い
条
件
と
し
て
、
過
乾
燥
、
播
種
直
後
の
豪
雨
、
圃
場
の
土
塊

が
大
き
い
場
合
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
本
州
以
南
に
お
い
て
タ
マ

ネ
ギ
直
播
栽
培
で
使
用
で
き
る
除
草
剤
が
少
な
く
、
雑
草
を
抑
制

で
き
ず
に
栽
培
を
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

っ
た
。
タ
マ
ネ
ギ
直
播
栽
培
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
て
タ
マ
ネ
ギ
の

安
定
供
給
を
現
実
に
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
技

術
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。

さ
い
ご
に

こ
の
研
究
の
成
果
の
一
部
は
、
食
料
生
産
地
域
再
生
の
た
め
の

先
端
技
術
展
開
事
業
Ｊ
Ｐ
Ｊ
〇
〇
〇
四
一
八
「
大
規
模
露
地
野
菜

の
効
率
的
栽
培
管
理
技
術
の
実
証
研
究
（
農
林
水
産
省
・
復
興

庁
）」
に
よ
り
実
施
し
た
。
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